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“家庭的保育（保育ママ）事業”を
紹介します

保育時間………午前8時30分～午後4時30分 （延長保育あり）
入所児童数……10人（平成25年4月1日現在）

はっぴいの園 須屋297-15 （須屋）
☎344-5766

保育時間………午前8時30分～午後4時30分 （延長保育あり）
入所児童数……5人（平成25年4月1日現在）

ひ　か　り　園 幾久富1909-1456 （武蔵野台）
☎248-8652

保育時間………午前8時30分～午後4時30分 （延長保育あり）
入所児童数……11人（平成25年4月1日現在）

ぽっぽ保育室須屋 須屋1121-1 （旧須屋支所）
☎345-5443

　竹迫城跡公園にある合志郡記
念碑。菊池郡との合併により、約
1200年続いた「合志郡」の名前
が明治29年に消えてから100年
目の平成７年に建てられました。
　今年は「合志」という地名がで
きて1300年になります。

サポート体制も充実

 ● 支　援　者　市の認定を受けた、長年の保育士経験をもつ支援者が、各家庭的保育室を巡回し、
保育者を支援します。

 ● 連携保育所　子どもたちの健康診断や連携保育所である「すずかけ台保育園」で、合同保育を
します（月１回以上）。孤立化を防ぎ、開かれた保育室を支援します。

家庭的保育とは

　家庭的保育室とは、保育士の資格をもつ市が認定した家庭的保育者（いわゆる
保育ママ）が、自宅や賃貸アパートなどで、少人数の保育を行なう制度です。
　家庭的な雰囲気の中で、ゆったりと一人ひとりに合った保育を行ないます。

 ● 対象年齢　おおむね生後６カ月から３歳到達年度末まで

特集　合志1300年の歴史と共に……………………

平成25年度予算…………………………………………

ふるさと創生基金事業…………………………………

環境通信…………………………………………………

第１回地域コミュニティブランド
シンポジウムin合志……………………………………

4

8

12

13

15



水
道
週
間

６
月

１
日（
土
）〜

７
日（
金
）

　
水
道
に
つ
い
て
理
解
と
関
心
を
深
め
、
公
衆
衛
生
の
向
上
と
生

活
環
境
の
改
善
を
図
る
水
道
事
業
の
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
て
、

毎
年
こ
の
時
期
に
全
国
一
斉
に「
水
道
週
間
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
簡
単
に
得
ら
れ
る
き
れ
い
な
水
。
あ
ま
り
に

も
身
近
に
あ
る
た
め
、
現
代
の
私
た
ち
は
水
の
あ
り
が
た
さ
を
つ

い
忘
れ
が
ち
で
す
。

　
安
全
な
水
を
安
定
し
て
配
水
す
る
こ
と
は
水
道
事
業
の
基
本
的

な
役
割
の
一
つ
で
す
が
、
災
害
や
事
故
な
ど
で
水
道
が
使
え
な
く

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。「
も
し
今
、
水
が
止
ま
っ
た
ら
ど
う
な
る

だ
ろ
う…

」
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
思
い
を
は
せ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
本
市
の
水
道
水
は
、
す
べ
て
天
然
の
地
下
水
を
く
み
上
げ
、
滅

菌
し
て
配
水
し
て
お
り
、
定
期
的
な
水
質
検
査
に
よ
り
水
質
基
準

に
も
適
合
し
て
い
ま
す
。

第
55
回
ス
ロ
ー
ガ
ン

復
興
の
未
来
と
生
命
照
ら
す
水

第55回

パイロットマーク

こ
ん
な
と
き
は
、
必
ず
届
出
を

 

● 

休
止
届

 

・ 

転
出
、
引
っ
越
し
を
す
る
と
き

（
市
内
転
居
も
含
む
）

 

・ 

水
道
の
使
用
を
一
時
的
に
休
止

す
る
と
き

 
● 

開
始
届

 
・ 
転
入
、
引
っ
越
し
て
来
た
と
き

（
市
内
転
居
も
含
む
）

 

・ 

一
時
的
に
休
止
し
た
水
道
を
再

開
す
る
と
き

 

● 

名
義
変
更
届

 

・ 

所
有
者
や
使
用
者
の
名
義
が
変

わ
っ
た
と
き

※

料
金
の
支
払
い
は
、
口
座
振
替

が
便
利
で
す
。（
毎
月
末
日
に
振

替
、
12
月
は
25
日
で
す
）

問
い
合
わ
せ
先

水
道
局（
合
志
庁
舎
）

上
下
水
道
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー

☎（
２
４
８
）１
２
３
２

節
水
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

家
庭
で
で
き
る
身
近
な
節
水
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

①
洗
顔
、
歯
み
が
き
の
と
き
は
水

を
出
し
っ
ぱ
な
し
に
し
な
い
。

②
洗
濯
な
ど
に
お
風
呂
の
残
り
湯

を
再
利
用
す
る
。

③
洗
車
は
、
バ
ケ
ツ
に
水
を
汲
ん

で
行
な
う
。
な
ど

漏
水
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

漏
水（
宅
内
の
水
も
れ
）を
放
置

す
る
と
上
下
水
道
料
金
が
高
額
に

な
る
ば
か
り
で
な
く
、
限
り
あ
る

水
資
源
を
無
駄
に
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
早
期
発
見
、
早
期
の
修

理
を
お
願
い
し
ま
す
。

漏
水
の
発
見
の
し
か
た

　

検
針
時（
毎
月
20
日
〜
月
末
日
）

の
「
上
下
水
道
使
用
量
の
お
知
ら

せ
」
の
票
と
先
月
の
票
を
比
べ
、

量
が
極
端
に
増
え
た
場
合
、
漏
水

の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

次
の
こ
と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

① 

す
べ
て
の
水
道
の
蛇
口
（
ト
イ

レ
の
給
水
含
む
）を
全
部
閉
め

る
。

② 

水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
開

け
、
水
道
メ
ー
タ
ー
の
パ
イ

ロ
ッ
ト
マ
ー
ク
を
確
認
す
る
。

※
 

こ
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
わ
ず
か
で

も
回
っ
て
い
れ
ば
、
宅
内
の
ど

こ
か
に
水
も
れ
が
あ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

漏
水
修
理
は

市
指
定
水
道
工
事
店
へ

　

水
道
給
水
管
の
修
理
は
、
市
指

定
の
水
道
工
事
店
へ
連
絡
・
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

水
道
局（
合
志
庁
舎
）

上
下
水
道
課　

管
理
工
務
班

☎（
２
４
８
）
１
１
５
９

い
の
ち



合
志
市
１
３
０
０
年
の
歩
み

飛鳥奈良平安鎌倉南北朝室町安土桃山江戸明治

合志郡絵図（市指定文化財）弘化３年（1846）誌（合志歴史資料館蔵）
点線内がほぼ現在の合志市。上が南のため須屋が右上になります。平成24年11月現在の航空写真現在の合志市 昔の合志郡の地図
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１
３
０
０
年
前
の
、
西
暦
７
１
３
年
（
和

銅
６
年
）
の
好
字
令
に
よ
り
、「
合
志
」と
い

う
地
名
が
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
の
長
い
歴

史
を
た
ど
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

古
く
て
新
し
い
合
志

　
合
志
の
名
の
由
来
で
あ
る
「
皮
石
郡
」
は

『
日
本
書
紀
』
と
い
う
歴
史
書
で
、
県
下
で

は
初
め
て
全
国
に
知
れ
渡
り
ま
し
た
。
す
な

わ
ち
、
同
書
の
持
統
天
皇
10
年（
６
９
６
）

の
項
に
「
以
追
大
弐
授…

中
略…

肥
後
國
皮

石
郡
壬
生
諸
石
。…

後
略
」
と
い
う
記
事
で

す
。
白
村
江
の
戦
い
に
派
遣
さ
れ
、
約
30
年

ぶ
り
に
帰
国
し
た
壬
生
諸
石
の
苦
痛
を
慰
め

る
た
め
追
大
弐
と
い
う
位
を
授
け
、
さ
ら
に

諸
々
の
恩
典
を
与
え
た
と
い
う
も
の
で
す
。

　
そ
の「
皮
石
郡
」は
、
和
銅
６
年（
７
１
３
）

の
「
畿
内
七
道
諸
国
郡
郷
名
着
好
字
」（
郡

郷
の
名
に
は
好
い
字
を
つ
け
よ
）
と
い
う
勅

命
（
好
字
令
）
に
よ
り
志
を
合
わ
せ
る
と
い

う
「
合
志
郡
」
と
改
め
ら
れ
た
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

　
時
代
は
下
り
、
鎌
倉
時
代
の
は
じ
め
、
合

志
に
は
源
頼
朝
に
よ
り
中
原
師
員
が
地
頭
職

と
し
て
派
遣
さ
れ
、
竹
迫
城
を
築
き
合
志
郡

を
統
治
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
竹
迫
氏

の
後
に
竹
迫
城
主
と
な
っ
た
合
志
氏
と
併
せ

約
４
０
０
年
間
、
さ
ら
に
そ
れ
以
降
も
明
治

期
ま
で
竹
迫
を
中
心
と
す
る
現
在
の
合
志
市

は
旧
合
志
郡
の
政
治
・
経
済
の
中
心
地
と
し

て
栄
え
ま
し
た
。
そ
の
統
治
範
囲
は
、
北
西

部
は
旧
七
城
町
、
北
は
旧
泗
水
町
、
北
東
部

は
旧
旭
志
村
、
東
は
大
津
町
、
南
は
現
熊
本

市
の
弓
削
、
石
原
、
吉
原
、
小
山
御
領
地
区

ま
で
も
含
ん
で
い
ま
し
た
。

　
明
治
29
年（
１
８
９
６
）に
菊
池
郡
と
の
合

併
に
よ
り
約
１
２
０
０
年
間
続
い
た「
合
志

郡
」の
名
は
消
え「
菊
池
郡
」と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
、
純
農
村
地
帯
と
し
て
歩
ん
で

き
た
旧
合
志
町
・
旧
西
合
志
町
で
す
が
、
昭

和
40
年
代
後
半
か
ら
南
西
部
に
大
型
の
住
宅

団
地
が
相
次
い
で
開
発
さ
れ
人
口
は
急
増
し

て
き
ま
す
。
ま
た
、
工
業
団
地
に
も
、
企
業

の
立
地
が
相
次
ぎ
、
三
菱
電
機
や
東
京
エ
レ

ク
ト
ロ
ン
な
ど
の
大
企
業
も
進
出
し
て
き
ま

し
た
。
昭
和
40
年
代
半
ば
に
両
町
併
せ
て
１

万
８
、０
０
０
人
程
度
で
あ
っ
た
人
口
は
、
平

成
18
年
の
合
併
時
に
は
約
５
万
２
、０
０
０

人
、
平
成
24
年
に
は
５
万
７
、０
０
０
人
を

超
え
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
合
志
市
は
北
東
部
お
よ
び

北
西
部
の
穀
倉
地
帯
を
守
り
つ
つ
も
、
企
業

の
進
出
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
、「
未
来
輝

く
産
業
・
定
住
拠
点
都
市
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
も
と
発
展
を
続
け
て
い
ま
す
。

持
統
天
皇
10
年
（
６
９
６
） 

　
肥
後
國
皮
石
郡
の
壬
生
諸

石
が
追
大
弐
を
授
か
る

和
銅
６
年
（
７
１
３
） 

　
合
志
郡
と
改
め
た
と
思
わ

れ
る
（「
畿
内
七
道
国
郡

郷
名
着
好
字
」
の
勅
命
に

よ
る
）

養
老
７
年
（
７
２
３
） 

　
肥
後
国
恰
志
郡
調
綿
壱
佰

屯
献
上
（
平
城
宮
木
簡
）

天
平
15
年
（
７
４
３
） 

　
建
部
君
足
國
が
合
志
郡
井

出
原
の
禅
房
で
大
般
若
経

を
書
写
（
奈
良
・
東
明
寺
）

天
平
勝
宝
２
年
（
７
５
０
）   

こ
の
頃
の
木
簡
「
合
志
郡

鳥
嶋
□
」（
平
城
宮
跡
）「
合

志
郡
紫
草
大
根
四
百
五
十

編
」（
大
宰
府
都
府
楼
跡
）

貞
観
元
年
（
８
５
９
）　
合
志
郡
の
西
部
を
分
割
し

て
山
本
郡
設
置

建
久
３
年
（
１
１
９
２
） 

源
頼
朝
が
中
原
師
員
を
合

志
郡
の
地
頭
職
に
命
じ
る

中
原
師
員
（
後
の
竹
迫
輝

種
）、
後
に
竹
迫
城
を
築

い
た
と
さ
れ
る

延
元
２
年
（
１
３
３
７
）
佐
々
木
長
綱
が
比
叡
山
奉

行
と
な
り
、
真
木
（
現
大

津
町
）
に
館
を
築
く
。
名

を
合
志
四
郎
入
道
宗
真
と

改
め
る

永
正
７
年
（
１
５
１
０
）  

竹
迫
氏
15
代（
久
種
）、
大

友
氏
を
頼
り
豊
後
に
移
る

合
志
氏
12
代
合
志
隆
岑

が
竹
迫
城
主
と
し
て
入
城

天
正
13
年
（
１
５
８
５
）
島
津
の
武
将
島
津
家
久
・

新
納
忠
元
ら
に
よ
り
竹

迫
城
落
城

　
　
15
年
（
１
５
８
７
） 

新
納
忠
元
が
竹
迫
城
か
ら

退
却

慶
長
５
年
（
１
６
０
０
）  

関
ヶ
原
の
戦
い

寛
永
10
年
（
１
６
３
３
）  

合
志
郡
は
竹
迫
手
永
と
大
津

手
永
の
二
代
手
永
と
な
る

寛
永
13
年
（
１
６
３
６
）   

五
箇
所
地
筒
（
黒
石
・
兎
谷
・

麻
生
田
・
花
立
・
楡
木
）
設
置

明
治
５
年
（
１
８
７
２
）  

学
制
発
布

　
　
６
年
（
１
８
７
３
）  

須
屋
校
・
黒
石
校
（
西
合
志

南
小
学
校
の
前
身
）
開
校

　
　
７
年
（
１
８
７
４
）  

弘
生
校
（
西
合
志
第
一
小

学
校
の
前
身
）
開
校

豊
岡
校
・
竹
迫
校
（
合
志

小
学
校
の
前
身
）
開
校

合
併
で
野
々
島
村
（
鳥
栖

本
村
・
鳥
栖
辻
村
・
鳥
栖

東
村
・
鳥
栖
北
村
が
合

併
）
誕
生

　
　
８
年
（
１
８
７
５
）  

野
々
島
校
（
西
合
志
中
央

小
学
校
の
前
身
）
開
校

　
　
９
年
（
１
８
７
６
）  

合
併
で
福
原
村
（
御
領
村
・

御
領
出
分
村
・
上
古
閑
村
・

野
付
村
が
合
併
）・
幾
久

富
村
（
二
子
村
・
油
古
閑

村
が
合
併
）・
豊
岡
村
（
原

口
村
・
群
村
が
合
併
）・
栄

村
（
平
島
村
・
鹿
ノ
水
村
・

中
林
村
・
後
川
辺
村
が
合

併
）・
合
生
村
（
江
良
村
・

弘
生
村
・
南
弘
生
村
が
合

併
）・
御
代
志
村
（
灰
塚
村
・

大
池
村
が
合
併
）
が
誕
生

竹
迫
町
・
上
庄
村
・
上
生

村
・
須
屋
村
は
既
存

き
な
い
し
ち
ど
う
し
ょ
こ
く
ぐ
ん
ご
う
め
い
ち
ゃ
く
こ
う
じ

な
か
は
ら
の
も
ろ
か
ず

じ 

と
う 

し
き

み
ぶ
の
も
ろ
い
し

は
く
す
き
の
え

か
は
し

二

二

一

一
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１
３
０
０
年
前
の
、
西
暦
７
１
３
年
（
和

銅
６
年
）
の
好
字
令
に
よ
り
、「
合
志
」と
い

う
地
名
が
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
の
長
い
歴

史
を
た
ど
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

古
く
て
新
し
い
合
志

　
合
志
の
名
の
由
来
で
あ
る
「
皮
石
郡
」
は

『
日
本
書
紀
』
と
い
う
歴
史
書
で
、
県
下
で

は
初
め
て
全
国
に
知
れ
渡
り
ま
し
た
。
す
な

わ
ち
、
同
書
の
持
統
天
皇
10
年（
６
９
６
）

の
項
に
「
以
追
大
弐
授…

中
略…

肥
後
國
皮

石
郡
壬
生
諸
石
。…

後
略
」
と
い
う
記
事
で

す
。
白
村
江
の
戦
い
に
派
遣
さ
れ
、
約
30
年

ぶ
り
に
帰
国
し
た
壬
生
諸
石
の
苦
痛
を
慰
め

る
た
め
追
大
弐
と
い
う
位
を
授
け
、
さ
ら
に

諸
々
の
恩
典
を
与
え
た
と
い
う
も
の
で
す
。

　
そ
の「
皮
石
郡
」は
、
和
銅
６
年（
７
１
３
）

の
「
畿
内
七
道
諸
国
郡
郷
名
着
好
字
」（
郡

郷
の
名
に
は
好
い
字
を
つ
け
よ
）
と
い
う
勅

命
（
好
字
令
）
に
よ
り
志
を
合
わ
せ
る
と
い

う
「
合
志
郡
」
と
改
め
ら
れ
た
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

　
時
代
は
下
り
、
鎌
倉
時
代
の
は
じ
め
、
合

志
に
は
源
頼
朝
に
よ
り
中
原
師
員
が
地
頭
職

と
し
て
派
遣
さ
れ
、
竹
迫
城
を
築
き
合
志
郡

を
統
治
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
竹
迫
氏

の
後
に
竹
迫
城
主
と
な
っ
た
合
志
氏
と
併
せ

約
４
０
０
年
間
、
さ
ら
に
そ
れ
以
降
も
明
治

期
ま
で
竹
迫
を
中
心
と
す
る
現
在
の
合
志
市

は
旧
合
志
郡
の
政
治
・
経
済
の
中
心
地
と
し

て
栄
え
ま
し
た
。
そ
の
統
治
範
囲
は
、
北
西

部
は
旧
七
城
町
、
北
は
旧
泗
水
町
、
北
東
部

は
旧
旭
志
村
、
東
は
大
津
町
、
南
は
現
熊
本

市
の
弓
削
、
石
原
、
吉
原
、
小
山
御
領
地
区

ま
で
も
含
ん
で
い
ま
し
た
。

　
明
治
29
年（
１
８
９
６
）に
菊
池
郡
と
の
合

併
に
よ
り
約
１
２
０
０
年
間
続
い
た「
合
志

郡
」の
名
は
消
え「
菊
池
郡
」と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
、
純
農
村
地
帯
と
し
て
歩
ん
で

き
た
旧
合
志
町
・
旧
西
合
志
町
で
す
が
、
昭

和
40
年
代
後
半
か
ら
南
西
部
に
大
型
の
住
宅

団
地
が
相
次
い
で
開
発
さ
れ
人
口
は
急
増
し

て
き
ま
す
。
ま
た
、
工
業
団
地
に
も
、
企
業

の
立
地
が
相
次
ぎ
、
三
菱
電
機
や
東
京
エ
レ

ク
ト
ロ
ン
な
ど
の
大
企
業
も
進
出
し
て
き
ま

し
た
。
昭
和
40
年
代
半
ば
に
両
町
併
せ
て
１

万
８
、０
０
０
人
程
度
で
あ
っ
た
人
口
は
、
平

成
18
年
の
合
併
時
に
は
約
５
万
２
、０
０
０

人
、
平
成
24
年
に
は
５
万
７
、０
０
０
人
を

超
え
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
合
志
市
は
北
東
部
お
よ
び

北
西
部
の
穀
倉
地
帯
を
守
り
つ
つ
も
、
企
業

の
進
出
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
、「
未
来
輝

く
産
業
・
定
住
拠
点
都
市
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
も
と
発
展
を
続
け
て
い
ま
す
。

持
統
天
皇
10
年
（
６
９
６
） 

　
肥
後
國
皮
石
郡
の
壬
生
諸

石
が
追
大
弐
を
授
か
る

和
銅
６
年
（
７
１
３
） 

　
合
志
郡
と
改
め
た
と
思
わ

れ
る
（「
畿
内
七
道
国
郡

郷
名
着
好
字
」
の
勅
命
に

よ
る
）

養
老
７
年
（
７
２
３
） 

　
肥
後
国
恰
志
郡
調
綿
壱
佰

屯
献
上
（
平
城
宮
木
簡
）

天
平
15
年
（
７
４
３
） 

　
建
部
君
足
國
が
合
志
郡
井

出
原
の
禅
房
で
大
般
若
経

を
書
写
（
奈
良
・
東
明
寺
）

天
平
勝
宝
２
年
（
７
５
０
）   

こ
の
頃
の
木
簡
「
合
志
郡

鳥
嶋
□
」（
平
城
宮
跡
）「
合

志
郡
紫
草
大
根
四
百
五
十

編
」（
大
宰
府
都
府
楼
跡
）

貞
観
元
年
（
８
５
９
）　
合
志
郡
の
西
部
を
分
割
し

て
山
本
郡
設
置

建
久
３
年
（
１
１
９
２
） 

源
頼
朝
が
中
原
師
員
を
合

志
郡
の
地
頭
職
に
命
じ
る

中
原
師
員
（
後
の
竹
迫
輝

種
）、
後
に
竹
迫
城
を
築

い
た
と
さ
れ
る

延
元
２
年
（
１
３
３
７
）
佐
々
木
長
綱
が
比
叡
山
奉

行
と
な
り
、
真
木
（
現
大

津
町
）
に
館
を
築
く
。
名

を
合
志
四
郎
入
道
宗
真
と

改
め
る

永
正
７
年
（
１
５
１
０
）  

竹
迫
氏
15
代（
久
種
）、
大

友
氏
を
頼
り
豊
後
に
移
る

合
志
氏
12
代
合
志
隆
岑

が
竹
迫
城
主
と
し
て
入
城

天
正
13
年
（
１
５
８
５
）
島
津
の
武
将
島
津
家
久
・

新
納
忠
元
ら
に
よ
り
竹

迫
城
落
城

　
　
15
年
（
１
５
８
７
） 

新
納
忠
元
が
竹
迫
城
か
ら

退
却

慶
長
５
年
（
１
６
０
０
）  

関
ヶ
原
の
戦
い

寛
永
10
年
（
１
６
３
３
）  

合
志
郡
は
竹
迫
手
永
と
大
津

手
永
の
二
代
手
永
と
な
る

寛
永
13
年
（
１
６
３
６
）   

五
箇
所
地
筒
（
黒
石
・
兎
谷
・

麻
生
田
・
花
立
・
楡
木
）
設
置

明
治
５
年
（
１
８
７
２
）  

学
制
発
布

　
　
６
年
（
１
８
７
３
）  

須
屋
校
・
黒
石
校
（
西
合
志

南
小
学
校
の
前
身
）
開
校

　
　
７
年
（
１
８
７
４
）  

弘
生
校
（
西
合
志
第
一
小

学
校
の
前
身
）
開
校

豊
岡
校
・
竹
迫
校
（
合
志

小
学
校
の
前
身
）
開
校

合
併
で
野
々
島
村
（
鳥
栖

本
村
・
鳥
栖
辻
村
・
鳥
栖

東
村
・
鳥
栖
北
村
が
合

併
）
誕
生

　
　
８
年
（
１
８
７
５
）  

野
々
島
校
（
西
合
志
中
央

小
学
校
の
前
身
）
開
校

　
　
９
年
（
１
８
７
６
）  

合
併
で
福
原
村
（
御
領
村
・

御
領
出
分
村
・
上
古
閑
村
・

野
付
村
が
合
併
）・
幾
久

富
村
（
二
子
村
・
油
古
閑

村
が
合
併
）・
豊
岡
村
（
原

口
村
・
群
村
が
合
併
）・
栄

村
（
平
島
村
・
鹿
ノ
水
村
・

中
林
村
・
後
川
辺
村
が
合

併
）・
合
生
村
（
江
良
村
・

弘
生
村
・
南
弘
生
村
が
合

併
）・
御
代
志
村
（
灰
塚
村
・

大
池
村
が
合
併
）
が
誕
生

竹
迫
町
・
上
庄
村
・
上
生

村
・
須
屋
村
は
既
存

き
な
い
し
ち
ど
う
し
ょ
こ
く
ぐ
ん
ご
う
め
い
ち
ゃ
く
こ
う
じ

な
か
は
ら
の
も
ろ
か
ず

じ 

と
う 

し
き

み
ぶ
の
も
ろ
い
し

は
く
す
き
の
え

か
は
し

二

二

一

一



古
い
資
料
に
み
る「
合
志
」
|
文
化
財
資
料
よ
り
|

明治大正昭和平成

文化財マップを作りました

奥書

第
１
回
「
ふ
る
さ
と
探
訪

ま
ち
め
ぐ
り
バ
ス
」参
加
者
募
集

　
西
合
志
郷
土
資
料
館
、
合
志
三
十
三
観

音
の
う
ち
菊
池
市
泗
水
町
方
面
の
３
観
音
、

竜
門
ダ
ム
と
そ
の
水
を
貯
留
す
る
弁
天
山

の
フ
ァ
ー
ム
ポ
ン
ド
の
見
学
。
そ
し
て
、
約

１
３
０
０
年
前
大
和
朝
廷
が
築
い
た
山
城

「
鞠
智
城
」
を
見
学
し
、
当
時
の
日
本
の
緊

迫
し
た
政
治
情
勢
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

 

● 

と
　
き

５
月
24
日（
金
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

 

● 

集
　
合
　

ヴ
ィ
ー
ブ
ル
ま
た
は
御
代
志
市
民
セ
ン
タ
ー

 

● 

対
　
象
　
市
民（
30
人
）

※

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す
。

 

● 

参
加
費
　
６
０
０
円
（
昼
食
代
と
し
て
）

 

● 

申
込
期
限

５
月
21
日（
火
）
午
後
５
時
ま
で

 

● 

申
込
方
法
　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

 

● 

そ
の
他

運
動
靴
な
ど
歩
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

 

● 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課
　
生
涯
学
習
班

（
ヴ
ィ
ー
ブ
ル
）

☎（
２
４
８
）
５
５
５
５

　
　
19
年
（
１
８
８
６
）
豊
岡
校
の
群
分
教
場
開
校

　
　
22
年
（
１
８
８
９
）
大
日
本
帝
国
憲
法
発
布

熊
本
大
地
震

合
併
で
合
志
村（
福
原
村
・

竹
迫
町
・
幾
久
富
村
・
豊

岡
村
・
上
庄
村
・
栄
村
が

合
併
）・
西
合
志
村
（
合

生
村
・
御
代
志
村
・
上
生

村
・
野
々
島
村
・
須
屋
村

が
合
併
）
誕
生

　
　
23
年
（
１
８
９
０
）
教
育
勅
語
発
布

栄
地
区
の
小
学
校
が
中
林

に
竹
迫
小
学
校
の
支
校
と

し
て
開
校

　
　
25
年
（
１
８
９
２
）
合
志
義
塾
が
黒
松
に
開
塾

　
　
26
年
（
１
８
９
３
）
野
々
島
校
上
生
分
教
場
開
校

　
　
27
年
（
１
８
９
４
）
合
生
校
大
池
分
教
場
開
校

　
　
29
年
（
１
８
９
６
）
合
志
郡
と
菊
池
郡
が
合
併

し
て
菊
池
郡
と
な
る

　
　
38
年
（
１
９
０
５
）
須
屋
校
と
黒
石
校
が
合
併

し
須
屋
黒
石
尋
常
小
学

校
と
な
る

大
正
３
年
（
１
９
１
４
）
第
一
次
世
界
大
戦
始
ま
る

　
　
７
年
（
１
９
１
８
）
合
志
村
・
西
合
志
村
に
初

め
て
電
灯
が
つ
く

昭
和
13
年
（
１
９
３
８
）
黒
石
原
に
逓
信
省
航
空
機

乗
員
養
成
所
の
飛
行
場

建
設

　
　
14
年
（
１
９
３
９
）
第
二
次
世
界
大
戦
始
ま
る

　
　
20
年
（
１
９
４
５
）
第
二
次
大
戦
終
結

　
　
22
年
（
１
９
４
７
）
日
本
国
憲
法
施
行

合
志
中
学
校
・
西
合
志
中

学
校
開
校

　
　
28
年
（
１
９
５
３
）
熊
本
大
水
害
、
合
志
村
・

西
合
志
村
も
甚
大
な
被

害
を
受
け
る

須
屋
黒
石
小
学
校
移
転
、

西
合
志
南
小
学
校
と
改

称

　
　
34
年
（
１
９
５
９
）
竹
迫
・
豊
岡
・
栄
の
三
小

学
校
が
統
合
し
合
志
小

学
校
発
足

　
　
35
年
（
１
９
６
０
）
西
合
志
村
役
場
、
野
々
島

４
７
８
７‐

３
に
新
築
・

移
転

　
　
41
年
（
１
９
６
６
）
合
志
村
役
場
、
幾
久
富

１
１
０
１
に
新
築
・
移
転

合
志
村
、
西
合
志
村
共
に

町
制
施
行

　
　
45
年
（
１
９
７
０
）
西
合
志
町
の
人
口
１
万
人

突
破

　
　
52
年
（
１
９
７
７
）
合
志
町
の
人
口
が
１
万
人

を
突
破

西
合
志
南
小
学
校
が
現

在
地
に
移
転

　
　
53
年
（
１
９
７
８
）
合
志
中
学
校
が
現
在
地
に

移
転

合
志
南
小
学
校
開
校
　

　
　
55
年
（
１
９
８
０
）
西
合
志
南
中
学
校
開
校

　
　
57
年
（
１
９
８
２
）
西
合
志
町
役
場
新
庁
舎
（
現

合
志
市
役
所
西
合
志
庁
舎
）

完
成

　
　
58
年
（
１
９
８
３
）
西
合
志
東
小
学
校
開
校

　
　
59
年
（
１
９
８
４
）
南
ヶ
丘
小
学
校
開
校

平
成
２
年
（
１
９
９
０
） 

合
志
町
役
場
新
庁
舎
（
現

合
志
市
役
所
合
志
庁
舎
）

完
成

　
　
18
年
（
２
０
０
６
）
合
志
町
と
西
合
志
町
が
合

併
し
合
志
市
と
な
る

九州歴史資料館 提供（赤外線テレビによる写真）
木簡は現在の荷札、送り状に相当するものです。右は「合
志郡紫草大根四百五十編」、左は「合志」と読み取れます。
これらの木簡は昭和59年に大宰府都府楼跡から出土し
たもので、８世紀前半代のものと推定されています。紫
草の根は、紫色の染料として当時は貴重なものでした。

大宰府木簡

京都府相楽東部広域連合教育委員会 笠置分室 提供
「大般若波羅密多経巻第四百一」の奥書には次のように
書いてあります。
『山田方見住肥後國史生而始天平十五年歳次□未八月廿
九日於合志郡以東山裏在井出原之禅房方見母之願□奉
寫　書寫師建部君足國』これは「肥後國の史生の山田方
見が、天平15年（743）８月29日合志郡の以東の山の
裏、井出原に在る禅房において、母の願いで建部君足國
に書写させた」というものです。
国指定重要文化財・東明寺蔵写経（奈良国立博物館寄託）

東明寺蔵写経

　旧合志町で初めて発掘された縄文時代の御手洗遺跡の出土品
の他、木瀬遺跡、豊岡宮本横穴群などから出土した遺物や市の指定
文化財である「竹迫城絵図」、「合志郡絵図」などを展示している。

  合併前の合志町・西合志町の歴史だけでなく、
教育、産業、文化、自然などを総合的にまとめ
た資料です。皆さんの愛読書としていかがで
しょうか。

合志町史…………………………………2,500円
西合志町史（通史編・資料編）
　2冊セット………………………………5,000円
（1冊のみの購入は3,000円）
西合志町の石造物…………………………1,000円

販売場所　ヴィーブル・御代志市民センター

場　　所　ヴィーブル３階
開館時間　午前９時30分～

午後４時30分
休 館 日　毎週月曜日、毎月末

日、年末年始
※月曜が祝日の場合はその日後に
おいてその日に最も近い祝日で
ない日

場　　所　西合志図書館隣
開館時間　午前10時～午後５時
休 館 日　毎週月曜日、毎月末

日、年末年始
※月曜が祝日の場合はその日後に
おいてその日に最も近い祝日で
ない日

合志歴史資料館

西合志郷土資料館

合志の歴史を学んでみませんか―

　旧西合志町を代表する遺跡である二子山石器製作遺跡、弥生時
代から奈良・平安時代までの遺跡が発見された八反原遺跡を中心
にして、古代から近世までの資料を年代順に展示している。

　合志の歴史を探訪しませ
んか。マップは合志歴史資
料館・西合志郷土資料館に
あります。
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古
い
資
料
に
み
る「
合
志
」
|
文
化
財
資
料
よ
り
|

明治大正昭和平成

文化財マップを作りました

奥書

第
１
回
「
ふ
る
さ
と
探
訪

ま
ち
め
ぐ
り
バ
ス
」参
加
者
募
集

　
西
合
志
郷
土
資
料
館
、
合
志
三
十
三
観

音
の
う
ち
菊
池
市
泗
水
町
方
面
の
３
観
音
、

竜
門
ダ
ム
と
そ
の
水
を
貯
留
す
る
弁
天
山

の
フ
ァ
ー
ム
ポ
ン
ド
の
見
学
。
そ
し
て
、
約

１
３
０
０
年
前
大
和
朝
廷
が
築
い
た
山
城

「
鞠
智
城
」
を
見
学
し
、
当
時
の
日
本
の
緊

迫
し
た
政
治
情
勢
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

 

● 

と
　
き

５
月
24
日（
金
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

 

● 

集
　
合
　

ヴ
ィ
ー
ブ
ル
ま
た
は
御
代
志
市
民
セ
ン
タ
ー

 

● 

対
　
象
　
市
民（
30
人
）

※

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す
。

 

● 

参
加
費
　
６
０
０
円
（
昼
食
代
と
し
て
）

 

● 

申
込
期
限

５
月
21
日（
火
）
午
後
５
時
ま
で

 

● 

申
込
方
法
　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

 
● 

そ
の
他

運
動
靴
な
ど
歩
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

 

● 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課
　
生
涯
学
習
班

（
ヴ
ィ
ー
ブ
ル
）

☎（
２
４
８
）
５
５
５
５

　
　
19
年
（
１
８
８
６
）
豊
岡
校
の
群
分
教
場
開
校

　
　
22
年
（
１
８
８
９
）
大
日
本
帝
国
憲
法
発
布

熊
本
大
地
震

合
併
で
合
志
村（
福
原
村
・

竹
迫
町
・
幾
久
富
村
・
豊

岡
村
・
上
庄
村
・
栄
村
が

合
併
）・
西
合
志
村
（
合

生
村
・
御
代
志
村
・
上
生

村
・
野
々
島
村
・
須
屋
村

が
合
併
）
誕
生

　
　
23
年
（
１
８
９
０
）
教
育
勅
語
発
布

栄
地
区
の
小
学
校
が
中
林

に
竹
迫
小
学
校
の
支
校
と

し
て
開
校

　
　
25
年
（
１
８
９
２
）
合
志
義
塾
が
黒
松
に
開
塾

　
　
26
年
（
１
８
９
３
）
野
々
島
校
上
生
分
教
場
開
校

　
　
27
年
（
１
８
９
４
）
合
生
校
大
池
分
教
場
開
校

　
　
29
年
（
１
８
９
６
）
合
志
郡
と
菊
池
郡
が
合
併

し
て
菊
池
郡
と
な
る

　
　
38
年
（
１
９
０
５
）
須
屋
校
と
黒
石
校
が
合
併

し
須
屋
黒
石
尋
常
小
学

校
と
な
る

大
正
３
年
（
１
９
１
４
）
第
一
次
世
界
大
戦
始
ま
る

　
　
７
年
（
１
９
１
８
）
合
志
村
・
西
合
志
村
に
初

め
て
電
灯
が
つ
く

昭
和
13
年
（
１
９
３
８
）
黒
石
原
に
逓
信
省
航
空
機

乗
員
養
成
所
の
飛
行
場

建
設

　
　
14
年
（
１
９
３
９
）
第
二
次
世
界
大
戦
始
ま
る

　
　
20
年
（
１
９
４
５
）
第
二
次
大
戦
終
結

　
　
22
年
（
１
９
４
７
）
日
本
国
憲
法
施
行

合
志
中
学
校
・
西
合
志
中

学
校
開
校

　
　
28
年
（
１
９
５
３
）
熊
本
大
水
害
、
合
志
村
・

西
合
志
村
も
甚
大
な
被

害
を
受
け
る

須
屋
黒
石
小
学
校
移
転
、

西
合
志
南
小
学
校
と
改

称

　
　
34
年
（
１
９
５
９
）
竹
迫
・
豊
岡
・
栄
の
三
小

学
校
が
統
合
し
合
志
小

学
校
発
足

　
　
35
年
（
１
９
６
０
）
西
合
志
村
役
場
、
野
々
島

４
７
８
７‐

３
に
新
築
・

移
転

　
　
41
年
（
１
９
６
６
）
合
志
村
役
場
、
幾
久
富

１
１
０
１
に
新
築
・
移
転

合
志
村
、
西
合
志
村
共
に

町
制
施
行

　
　
45
年
（
１
９
７
０
）
西
合
志
町
の
人
口
１
万
人

突
破

　
　
52
年
（
１
９
７
７
）
合
志
町
の
人
口
が
１
万
人

を
突
破

西
合
志
南
小
学
校
が
現

在
地
に
移
転

　
　
53
年
（
１
９
７
８
）
合
志
中
学
校
が
現
在
地
に

移
転

合
志
南
小
学
校
開
校
　

　
　
55
年
（
１
９
８
０
）
西
合
志
南
中
学
校
開
校

　
　
57
年
（
１
９
８
２
）
西
合
志
町
役
場
新
庁
舎
（
現

合
志
市
役
所
西
合
志
庁
舎
）

完
成

　
　
58
年
（
１
９
８
３
）
西
合
志
東
小
学
校
開
校

　
　
59
年
（
１
９
８
４
）
南
ヶ
丘
小
学
校
開
校

平
成
２
年
（
１
９
９
０
） 

合
志
町
役
場
新
庁
舎
（
現

合
志
市
役
所
合
志
庁
舎
）

完
成

　
　
18
年
（
２
０
０
６
）
合
志
町
と
西
合
志
町
が
合

併
し
合
志
市
と
な
る

九州歴史資料館 提供（赤外線テレビによる写真）
木簡は現在の荷札、送り状に相当するものです。右は「合
志郡紫草大根四百五十編」、左は「合志」と読み取れます。
これらの木簡は昭和59年に大宰府都府楼跡から出土し
たもので、８世紀前半代のものと推定されています。紫
草の根は、紫色の染料として当時は貴重なものでした。

大宰府木簡

京都府相楽東部広域連合教育委員会 笠置分室 提供
「大般若波羅密多経巻第四百一」の奥書には次のように
書いてあります。
『山田方見住肥後國史生而始天平十五年歳次□未八月廿
九日於合志郡以東山裏在井出原之禅房方見母之願□奉
寫　書寫師建部君足國』これは「肥後國の史生の山田方
見が、天平15年（743）８月29日合志郡の以東の山の
裏、井出原に在る禅房において、母の願いで建部君足國
に書写させた」というものです。
国指定重要文化財・東明寺蔵写経（奈良国立博物館寄託）

東明寺蔵写経

　旧合志町で初めて発掘された縄文時代の御手洗遺跡の出土品
の他、木瀬遺跡、豊岡宮本横穴群などから出土した遺物や市の指定
文化財である「竹迫城絵図」、「合志郡絵図」などを展示している。

  合併前の合志町・西合志町の歴史だけでなく、
教育、産業、文化、自然などを総合的にまとめ
た資料です。皆さんの愛読書としていかがで
しょうか。

合志町史…………………………………2,500円
西合志町史（通史編・資料編）
　2冊セット………………………………5,000円
（1冊のみの購入は3,000円）
西合志町の石造物…………………………1,000円

販売場所　ヴィーブル・御代志市民センター

場　　所　ヴィーブル３階
開館時間　午前９時30分～

午後４時30分
休 館 日　毎週月曜日、毎月末

日、年末年始
※月曜が祝日の場合はその日後に
おいてその日に最も近い祝日で
ない日

場　　所　西合志図書館隣
開館時間　午前10時～午後５時
休 館 日　毎週月曜日、毎月末

日、年末年始
※月曜が祝日の場合はその日後に
おいてその日に最も近い祝日で
ない日

合志歴史資料館

西合志郷土資料館

合志の歴史を学んでみませんか―

　旧西合志町を代表する遺跡である二子山石器製作遺跡、弥生時
代から奈良・平安時代までの遺跡が発見された八反原遺跡を中心
にして、古代から近世までの資料を年代順に展示している。

　合志の歴史を探訪しませ
んか。マップは合志歴史資
料館・西合志郷土資料館に
あります。
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歳 入

歳入の内訳歳出の内訳

歳 出

市税（自主財源）
52億405万円
30.0％

その他（自主財源）
18億8,094万7千円

10.8％
地方交付税（依存財源）

39億円
22.5％

市債（依存財源）
14億8,380万円

8.5％

国庫支出金（依存財源）
26億3,075万1千円

15.2％

県支出金（依存財源）
15億2,845万1千円

8.8％

その他（依存財源）
7億3,400万1千円

4.2％

議会費
1億8,088万9千円

1.0％

予備費
2,000万円
0.1％

総務費
18億1,243万3千円

10.4％

民生費
76億886万3千円

43.8％

衛生費
11億4,035万1千円

6.6％

農林水産業費
2億9,774万8千円

1.7％

商工費
4億5,131万9千円

2.6％

土木費
17億1,223万3千円

9.9％

消防費
7億9,008万1千円

4.6％

教育費
16億3,113万3千円

9.4％

災害復旧費
40万円
0.0％

公債費
17億1,655万円

9.9％

平成25年度一般会計予算 173億6,200万円
前年度比11億3，200万円増

　歳出の４割を超える民生費は、子育て支援関係予算や扶助費の伸びもあり前年度に比べ６億3,435
万３千円、9.1％の増を見込んでいます。商工費は、総合健康センター大規模改修工事費など前年度
に比べ３億5,526万円、369.8％の増を見込んでいます。
　消防費は、防災無線のデジタル化など前年度に比べ２億965万円、36.1％の増を見込んでいます。
公債費も元金償還の増により7,995万５千円、4.9％の増を見込んでいます。

　市税については、個人市民税・法人税ともに減を見込み前年度
に比べ2,922万８千円、0.6％の減を見込んでいます。依存財源で
ある地方交付税は前年度に比べ２億円、5.4％の増を見込んでい
ます。市の借金にあたる市債については前年度に比べ6,660万円、
4.3％の減を見込んでいます。

　
市
議
会
３
月
定
例
会
に
お
い
て
、
平
成
25
年
度
当
初
予
算
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
は
、
１
７
３
億
６
、２
０
０
万
円
、
特
別
会
計
の
合
計
は
、
１
２
０
億

３
、３
６
８
万
８
千
円
で
す
。
総
額
は
２
９
３
億
９
、５
６
８
万
８
千
円
で
前
年
度

と
比
較
し
16
億
７
、
１
４
３
万
１
千
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
本
年
度
の
一
般
会

計
予
算
で
は
、「
財
政
改
革
の
推
進
」
と
「
計
画
的
な
土
地
利
用
の
推
進
」
を
最
重

点
に
、
諸
施
策
に
よ
り
市
政
の
向
上
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

【歳出の部】
議会費
議会インターネット配信構築委託料……255万２千円
総務費
西合志庁舎屋上防水工事費………………2,600万円
鉄道軌道安全輸送設備等整備事業補助金
　　　　　　　　　　　　　　……827万８千円
民生費
障害福祉サービス給付費………７億5,602万７千円
保育所緊急整備事業補助金……２億2,808万８千円

保育所運営費負担金…………………17億9,207万円
児童手当…………………………12億1,849万２千円
衛生費
ごみ収集運搬委託料……………１億6,956万６千円
予防接種委託料…………………１億6,993万７千円
農林水産業費
青年就農給付費…………………………1,875万円
商工費
市観光物産振興協会補助金………1,317万８千円
総合健康センター大規模改修工事…３億5,000万円

土木費
道路改良等工事費………………………４億40万円
スマートインターチェンジ整備費負担金
　　　　　　　　　　　　　  ………5,249万円
消防費
デジタル防災無線整備工事………２億4,000万円
教育費
西合志中央小改修工事費………………3,194万円
合志中改修工事費………………………2,130万円
西南中体育館武道場改修工事費…5,002万６千円

【歳入の部】
個人市民税（現年分）……………21億9,703万７千円
固定資産税（現年分）…………………23億2,000万円
たばこ税………………………………3億2,000万円
地方消費税交付金……………………４億5,100万円
地方交付税………………………………………39億円
財政調整基金繰入金…………………６億47万８千円
公共施設整備基金繰入金……………２億7,000万円
合併特例事業債………………………４億8,380万円
臨時財政対策債…………………………………10億円

歳入・歳出の主なもの



歳 入

歳入の内訳歳出の内訳

歳 出

市税（自主財源）
52億405万円
30.0％

その他（自主財源）
18億8,094万7千円

10.8％
地方交付税（依存財源）

39億円
22.5％

市債（依存財源）
14億8,380万円

8.5％

国庫支出金（依存財源）
26億3,075万1千円

15.2％

県支出金（依存財源）
15億2,845万1千円

8.8％

その他（依存財源）
7億3,400万1千円

4.2％

議会費
1億8,088万9千円

1.0％

予備費
2,000万円
0.1％

総務費
18億1,243万3千円

10.4％

民生費
76億886万3千円

43.8％

衛生費
11億4,035万1千円

6.6％

農林水産業費
2億9,774万8千円

1.7％

商工費
4億5,131万9千円

2.6％

土木費
17億1,223万3千円

9.9％

消防費
7億9,008万1千円

4.6％

教育費
16億3,113万3千円

9.4％

災害復旧費
40万円
0.0％

公債費
17億1,655万円

9.9％

平成25年度一般会計予算 173億6,200万円
前年度比11億3，200万円増

　歳出の４割を超える民生費は、子育て支援関係予算や扶助費の伸びもあり前年度に比べ６億3,435
万３千円、9.1％の増を見込んでいます。商工費は、総合健康センター大規模改修工事費など前年度
に比べ３億5,526万円、369.8％の増を見込んでいます。
　消防費は、防災無線のデジタル化など前年度に比べ２億965万円、36.1％の増を見込んでいます。
公債費も元金償還の増により7,995万５千円、4.9％の増を見込んでいます。

　市税については、個人市民税・法人税ともに減を見込み前年度
に比べ2,922万８千円、0.6％の減を見込んでいます。依存財源で
ある地方交付税は前年度に比べ２億円、5.4％の増を見込んでい
ます。市の借金にあたる市債については前年度に比べ6,660万円、
4.3％の減を見込んでいます。

　
市
議
会
３
月
定
例
会
に
お
い
て
、
平
成
25
年
度
当
初
予
算
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
は
、
１
７
３
億
６
、２
０
０
万
円
、
特
別
会
計
の
合
計
は
、
１
２
０
億

３
、３
６
８
万
８
千
円
で
す
。
総
額
は
２
９
３
億
９
、５
６
８
万
８
千
円
で
前
年
度

と
比
較
し
16
億
７
、
１
４
３
万
１
千
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
本
年
度
の
一
般
会

計
予
算
で
は
、「
財
政
改
革
の
推
進
」
と
「
計
画
的
な
土
地
利
用
の
推
進
」
を
最
重

点
に
、
諸
施
策
に
よ
り
市
政
の
向
上
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

【歳出の部】
議会費
議会インターネット配信構築委託料……255万２千円
総務費
西合志庁舎屋上防水工事費………………2,600万円
鉄道軌道安全輸送設備等整備事業補助金
　　　　　　　　　　　　　　……827万８千円
民生費
障害福祉サービス給付費………７億5,602万７千円
保育所緊急整備事業補助金……２億2,808万８千円

保育所運営費負担金…………………17億9,207万円
児童手当…………………………12億1,849万２千円
衛生費
ごみ収集運搬委託料……………１億6,956万６千円
予防接種委託料…………………１億6,993万７千円
農林水産業費
青年就農給付費…………………………1,875万円
商工費
市観光物産振興協会補助金………1,317万８千円
総合健康センター大規模改修工事…３億5,000万円

土木費
道路改良等工事費………………………４億40万円
スマートインターチェンジ整備費負担金
　　　　　　　　　　　　　  ………5,249万円
消防費
デジタル防災無線整備工事………２億4,000万円
教育費
西合志中央小改修工事費………………3,194万円
合志中改修工事費………………………2,130万円
西南中体育館武道場改修工事費…5,002万６千円

【歳入の部】
個人市民税（現年分）……………21億9,703万７千円
固定資産税（現年分）…………………23億2,000万円
たばこ税………………………………3億2,000万円
地方消費税交付金……………………４億5,100万円
地方交付税………………………………………39億円
財政調整基金繰入金…………………６億47万８千円
公共施設整備基金繰入金……………２億7,000万円
合併特例事業債………………………４億8,380万円
臨時財政対策債…………………………………10億円

歳入・歳出の主なもの



平成25年度 予算

問い合わせ先　財政課（合志庁舎）　☎248-1667問い合わせ先　上下水道課（合志庁舎）　☎248-1159

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18

企業債元金 1億178万4千円

水道料金 7億800万円 その他の収入 3,369万5千円

人件費・施設維持など
3億848万9千円

企業債利息 4,718万4千円

減価償却費など 2億2,898万2千円

純利益 1億5,704万円

資本的収入
8億9,950万2千円

資本的支出
17億3,451万円

収益的収入
7億4,169万5千円

収益的支出
5億8,465万5千円

企業債借入 8億1,150万円

加入金など 8,800万2千円

不足額補てん 8億3,500万8千円
（前年度までの積立金などで補てん）

建設改良費など 16億3,272万6千円

（億円）

0 1 2 3 4 5

工業用水をお届けするための予算（収益的収支）

工業用水道の施設を造るための予算（資本的収支）

収益的収入
4,170万3千円 工業用水道料金 4,111万9千円 その他の収入　

58万4千円

収益的支出
4,170万3千円

人件費・施設維持など
2,296万9千円

減価償却費
1,873万4千円

資本的収入
1,831万8千円

資本的支出
1,831万8千円

負担金など
1,831万8千円

建設改良費
1,831万8千円

（千万円）

2,660

1,833

3,226

1,827

2,879

1,557

537 537 537

本年度前年度前々年度

基金の状況（年度末見込高）

特別会計の予算額平成25年度 水道事業及び工業用水道事業会計予算

3,500

3,000

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0

本年度前年度末
見込高

前々年度末
現在高

市債の状況（年度末見込高）

20,000

15,000

10,000

5,000

0

その他
（7,545）

その他
（7,930）

その他
（8,330）

普通債
（9,166）

普通債
（8,641）

普通債
（8,210）

財政調整基金

減債基金

特定目的基金

61億5,707万円 59億8,933万４千円 ＋2.8％国民健康保険特別会計

４億8,368万６千円 ４億7,545万８千円 ＋1.7％後期高齢者医療特別会計

35億956万１千円 32億5,850万６千円 ＋7.7％介護保険特別会計

17億9,989万２千円 16億8,285万６千円 ＋7.0％下水道特別会計

8,347万９千円 8,810万３千円 △5.2％農業集落排水特別会計

120億3,368万８千円 114億9,425万７千円 ＋4.7％合　　　計

25年度当初予算額 24年度当初予算額 前年度比

水道水をお届けするための予算（収益的収支）

水道施設を造るための予算（資本的収支）

水道事業会計予算

工業用水道事業会計予算

単位・百万円
（百万以下切り捨て）

単位・百万円
（百万以下切り捨て）

 ●  水道事業および工業用水道事業会計は、「地方公営企業法」を適用しています。
 ●  公営企業会計は、収益的収支と資本的収支の２つに分けた会計処理をしています。
 ●  収益的収支は、水道水を家庭に送るために必要な経費とそのための財源（水道料金など）です。
 ●  資本的収支は、水道施設の建設や改良に必要な経費とそのための財源です。
 ●  工業用水道事業の給水区域は、セミコンテクノパークと原水工業団地です。

合志市の水道水は、天然地下水100％です。
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〜
人
材
育
成
を
目
的
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
〜

ふ
る
さ
と
創
生
基
金
事
業

　

市
で
は
、
人
材
育
成
を
目
的
に
次
の
事
業
に
参
加
す
る
人
の
経
費
の
一
部
を
補
助

し
て
い
ま
す
。
対
象
は
、
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人
と
団
体
で
す
が
、
市
税
な
ど
の

滞
納
の
あ
る
世
帯
の
人
、
市
か
ら
補
助
を
受
け
て
い
る
団
体
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　

企
画
課　

政
策
企
画
班（
合
志
庁
舎
）　

☎（
２
４
８
）１
８
１
３

補
助
金
交
付
回
数
が

変
わ
り
ま
す

　

本
年
度
よ
り
、
大
会
出
場
に

対
す
る
同
一
年
度
内
に
お
け
る

同
一
補
助
対
象
者
へ
の
補
助
金

交
付
回
数
を
２
回
ま
で
に
制
限

し
ま
す
。　

　

た
だ
し
、
大
会
開
催
年
度
末

の
年
齢
が
満
20
歳
以
下
の
対
象

者
と
海
外
で
開
催
さ
れ
る
大
会

は
こ
の
制
限
の
対
象
外
と
な
り

ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
な
ど
で

各
種
大
会
に
参
加
し
た
場
合

　

県
外
で
開
催
さ
れ
る
ス
ポ
ー

ツ
、
文
化
、
教
育
そ
の
他
の
大
会

に
出
場
し
た
場
合
で
、
県
や
地
域

の
予
選
会
に
出
場
し
、
上
位
大
会

出
場
の
権
利
を
得
た
人
、
ま
た
は

高
等
学
校
・
大
学
連
盟
、
県
レ
ベ

ル
以
上
の
協
会
の
推
薦
を
受
け
た

人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※

小
中
学
校
の
児
童
生
徒
が
部

活
動
の
範
囲
で
小
・
中
体
連

主
催
の
各
種
大
会
な
ど
に
参

加
し
た
場
合
に
限
っ
て
は
、

学
校
教
育
課
（
☎（
２
４
２
）

１
２
３
０
）
で
対
応
し
ま
す
。

 

● 

補
助
金
額

① 

九
州
（
沖
縄
県
内
を
除
く
）

個
人　
　

５
、０
０
０
円

② 

①
を
除
く
国
内　

個
人　

１
０
、０
０
０
円

③ 

海
外　

個
人　

２
０
、０
０
０
円

 

● 

申
請
書
類

 

・ 

補
助
金
交
付
申
請
書
お
よ
び

大
会
に
参
加
し
た
こ
と
が
確

認
で
き
る
書
類（
大
会
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
な
ど
）

※
高
校
生
以
下
の
人
が
対
象
と
な

る
場
合
は
、
保
護
者
が
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
補
助
金
交
付
申

請
書
の
様
式
は
提
出
先
窓
口

に
用
意
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

 

● 

申
請
期
限

　

大
会
終
了
後
、
そ
の
年
度
内
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

大
会
終
了
が
３
月
の
場
合
は
、
大

会
終
了
後
１
カ
月
以
内
の
申
請

が
必
要
で
す
。

 

● 

提
出
先

　

提
出
先
は
、
企
画
課
政
策
企
画

班（
合
志
庁
舎
）、
西
合
志
庁
舎

総
合
窓
口
、
泉
ヶ
丘
支
所
、
須
屋

支
所
の
い
ず
れ
か
で
す
。
窓
口
で

申
請
書
類
を
受
領
後
、
企
画
課
で

書
類
精
査
し
交
付
の
可
否
に
つ
い

て
決
定
し
ま
す
。（
窓
口
で
の
受

領
を
も
っ
て
補
助
金
交
付
が
決
定

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

自
主
調
査
研
究
の
実
施
や

研
修
事
業
に
参
加
し
た
場
合

　

地
域
の
活
性
化
、
教
育
、
福
祉

ま
た
は
産
業
の
振
興
の
た
め
、
市

民
が
行
な
う
自
主
調
査
研
究
や

研
修
事
業
に
参
加
し
た
人
や
団

体
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
補
助
の

可
否
お
よ
び
補
助
金
額
は
、
市
総

合
政
策
審
議
会
に
諮
問
し
決
定

し
ま
す
。

 

● 

補
助
金
額
な
ど

　

補
助
対
象
経
費
の
う
ち
自
己

負
担
す
る
も
の

①
自
主
調
査
研
究
は
、
１
／
２
以

内
の
額
で
す
。

②
研
修
事
業
は
、
１
／
２
以
内
の

額
と
し
、
か
つ
１
人
10
万
円
以

内
の
額
で
す
。

 

● 

申
請
書
類

補
助
金
交
付
申
請
書
・
事
業

計
画
書
・
事
業
に
係
る
経
費

（
明
細
書
）・
参
加
予
定
名
簿
お

よ
び
そ
の
他
必
要
な
書
類

※

高
校
生
以
下
の
人
が
対
象
と
な

る
場
合
は
、
保
護
者
が
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
補
助
金
交
付
申

請
書
の
様
式
は
提
出
先
窓
口

に
用
意
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

 

● 

申
請
期
限

　

事
業
実
施
日
ま
で
に
企
画
課

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
事
業
終

了
後
に
研
修
報
告
書
の
提
出
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

※

過
去
に
補
助
を
受
け
た
人
は
５

年
間
申
請
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。



E N V I R O N M E N T

環 境 通 信
問い合わせ先　 環境衛生課（合志庁舎） ☎248-1202

燃
や
す
ご
み
の
量
を

　
　
　
　
お
知
ら
せ
し
ま
す

マ
ダ
ニ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

食
中
毒
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

家庭から出る燃やすごみの量

（１ｇは、１円玉 １枚分です）
平成23年度（４月～３月）459ｇ

平成23年度
（４月～２月）

平成24年度
（４月～２月）

461ｇ 4ｇ増 465ｇ

（一人１日あたり）

※ごみ排出量については、東部清掃工場に収集車で搬入されるごみと
直接搬入されるごみの量です。可燃性粗大ごみは含んでいません。

　

最
近
マ
ダ
ニ
に
か
ま
れ
て
新
し

い
ダ
ニ
媒
介
性
疾
患
の「
重
症
熱

性
血
小
板
減
少
症
候
群（
Ｓ
Ｆ
Ｔ

Ｓ
）」
を
発
病
す
る
人
が
、
全
国

で
相
次
い
で
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。　
　

　

特
に
春
か
ら
秋
に
か
け
て
、
マ

ダ
ニ
の
活
動
が
活
発
に
な
り
ま
す

の
で
マ
ダ
ニ
に
か
ま
れ
ダ
ニ
媒
介

性
疾
患
を
引
き
起
こ
さ
な
い
よ
う

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

県
内
で
も
、
ダ
ニ
媒
介
性
疾
患

の
一
つ
で
あ
る
日
本
紅
班
熱
や
、

つ
つ
が
虫
病
を
発
病
す
る
例
が
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。
外
出
す
る
と

き
は
、
ダ
ニ
予
防
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

 

● 

予
防
対
策

 

・ 

森
林
や
草
地
な
ど
マ
ダ
ニ
が
多

く
生
息
す
る
場
所
に
入
る
場

合
に
は
、
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、

足
を
完
全
に
覆
う
靴
な
ど
を

着
用
し
、
肌
の
露
出
を
少
な
く

す
る
こ
と
。

 

・ 

屋
外
活
動
後
は
、
マ
ダ
ニ
に
か

ま
れ
て
い
な
い
か
確
認
す
る
こ

と
。

 

・ 

吸
血
中
の
マ
ダ
ニ
に
気
が
つ
い

た
際
は
、
速
や
か
に
病
院
で
処

置
す
る
こ
と
。

 

・ 

マ
ダ
ニ
に
か
ま
れ
て
発
熱
、
発

疹
、
倦
怠
感
、
頭
痛
、
嘔
吐
下

痢
な
ど
の
症
状
が
あ
っ
た
場
合

は
内
科
、
皮
膚
科
を
受
診
す

る
こ
と
。

※

マ
ダ
ニ
は
、
衣
類
や
寝
具
に
発

生
す
る
ヒ
ョ
ウ
ダ
ニ
な
ど
家

庭
内
に
生
息
す
る
ダ
ニ
と
異

な
り
ま
す
。

　

運
動
会
や
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
、

イ
ベ
ン
ト
が
多
い
季
節
に
な
り
ま

し
た
。
気
温
が
高
く
な
る
と
食
中

毒
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

食
品
の
衛
生
的
な
取
り
扱
い
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。
特
に
生
肉
に

は
食
中
毒
菌
が
付
い
て
い
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

 

● 

お
弁
当
を
作
る
と
き
の
注
意
点

 

・ 

必
ず
食
べ
る
当
日
に
作
り
ま

し
ょ
う
。

 

・ 

作
る
前
、
食
べ
る
前
に
は
手
を

よ
く
洗
い
ま
し
ょ
う
。

 

・ 

食
品
は
、
中
心
部
ま
で
し
っ
か

り
加
熱
し
、
十
分
に
冷
ま
し
て

か
ら
清
潔
な
箸
で
弁
当
箱
に

詰
め
ま
し
ょ
う
。

 

・ 

お
弁
当
は
涼
し
い
と
こ
ろ
で
保

管
し
、早
め
に
食
べ
ま
し
ょ
う
。

 

・ 

食
べ
残
し
の
食
品
は
、
思
い

切
っ
て
捨
て
ま
し
ょ
う
。

 

● 

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
す
る
と
き
の

注
意
点

 

・ 

生
肉
と
野
菜
は
別
々
に
盛
り

つ
け
ま
し
ょ
う
。

 

・ 「
焼
く
と
き
の
箸
」と「
食
べ
る

と
き
の
箸
」
は
区
別
し
ま
し
ょ

う
。

 

・ 

肉
は
中
心
部
ま
で
十
分
に
加

熱
し
て
食
べ
ま
し
ょ
う
。

  

● 

ご
み
減
量
の
ポ
イ
ン
ト

　

生
ご
み
の
約
80
％
は
水
分
と

言
わ
れ
て
い
て
、
10
㎏
の
生
ご
み

を
焼
却
す
る
と
き
、
約
８
㎏
の
水

分
を
燃
や
し
て
い
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

調
理
す
る
材
料
は
極
力
濡
ら

さ
な
い
よ
う
に
し
て
、
野
菜
な
ど

の
皮
む
き
は
洗
う
前
に
行
な
う

と
水
分
が
つ
き
ま
せ
ん
。

　

濡
れ
た
も
の
は
、
三
角
コ
ー

ナ
ー
や
水
切
り
器
な
ど
で
、
よ
く

水
分
を
き
っ
て
出
し
ま
し
ょ
う
。



人
権
擁
護
委
員
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

問
い
合
わ
せ
先

　

人
権
啓
発
教
育
課
（
御
代
志
市
民
セ
ン
タ
ー
）　

☎（
２
４
２
）
１
１
９
０

６
月
１
日
は
、人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
た
日
で
す

坂井眞壽子（若原）
上村　久枝（北）
桑原　典恵（群）
澤田　弘子（二子）　
中村十九男（須屋）
宮崎　正喜（若原）
池頭由美子（栄温泉団地）
長尾　　隆（新開）
澤田日出夫（二子）

合志市人権擁護委員

　国民年金保険料の免除（全
額免除・一部免除）・若年者納
付猶予・学生納付特例の承認
を受けた期間がある場合、保
険料を全額納めたときよりも
老齢基礎年金の受け取り額が
少なくなります。
　そこで、将来受け取る老齢
基礎年金を増額するために、
これらの期間の保険料は、10
年以内であればさかのぼって
納める（追納）ことができます。
　ただし、免除などの承認を
受けた期間の翌年度から起算
して３年目以降に追納すると、
当時の保険料額に一定の加算
額が上乗せされます。
　追納の申し込みは、熊本西
年金事務所までお願いします。

国民年金保険料の免除期間・
猶予期間がある人へ

「追納」をおすすめします

問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
推
進
課　

国
保
年
金
班（
西
合
志
庁
舎
）　

☎（
２
４
２
）１
１
８
３

　

熊
本
西
年
金
事
務
所　

☎（
３
５
５
）３
２
６
１

退
職(

失
業)

に
よ
る
国
民
年
金
保
険
料
の
特
例
免
除
制
度

人権イメージキャラクター
人ＫＥＮまもる君 人ＫＥＮあゆみちゃん

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
人

権
が
侵
さ
れ
な
い
よ
う
見
守
り
、
人
権
が
侵

さ
れ
た
と
き
に
相
談
相
手
に
な
る
な
ど
、
わ

た
し
た
ち
の
間
に
正
し
い
人
権
の
考
え
方
を

広
め
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
実
現

す
る
た
め
、
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
で
は
、啓
発
活
動
の
重
点
目
標
を「
み

ん
な
で
築
こ
う　

人
権
の
世
紀　

〜
考
え
よ

う　

相
手
の
気
持
ち　

育
て
よ
う　

思
い

や
り
の
心
〜
」
と
定
め
、
積
極
的
な
啓
発
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

市
に
は
、
市
長
か
ら
推
薦
さ
れ
、
法
務
大

臣
が
委
嘱
し
た
人
権
擁
護
委
員
が
９
人
い
ま

す
。

平
成
25
年
度

合
志
市
特
設
人
権
相
談
所
開
設

 

● 

と
　
き

６
月
７
日（
金
）、
９
月
６
日（
金
）

12
月
４
日（
水
）

平
成
26
年
２
月
４
日（
火
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

 

● 

と
こ
ろ

泉
ヶ
丘
市
民
セ
ン
タ
ー
・
ふ
れ
あ
い
館　

　

※

気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　

厚
生
年
金
や
共
済
年
金
に
加
入
し
て
い
た

人
が
20
歳
以
上
60
歳
未
満
で
退
職
（
失
業
）

す
る
と
、国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
に

な
る
手
続
き
を
行
な
い
、月
額
１
５
、０
４
０

円
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

一
方
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済

的
に
困
難
な
人
に
は
、
申
請
に
よ
っ
て
保

険
料
の
納
付
を
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
、

免
除
申
請
す
る
年
度
ま
た
は
前
年
度
に
退

職（
失
業
）し
た
人
は
、
特
例
免
除
制
度
を

利
用
で
き
ま
す（
退
職
に
は
自
己
都
合
退
職

も
含
ま
れ
ま
す
）。
こ
の
特
例
免
除
で
は
、

通
常
は
審
査
の
対
象
と
な
る
本
人
の
所
得

を
除
外
し
て
審
査
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
ま

た
、
被
扶
養
配
偶
者
だ
っ
た
人
も
、
配
偶

者
が
特
例
免
除
に
該
当
す
れ
ば
、
同
時
に

免
除
申
請
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
免
除

が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
世
帯
主
な
ど
に
一
定
以
上
の
所
得

が
あ
る
と
き
は
免
除
が
認
め
ら
れ
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か

る
も
の

②
認
め
印
（
本
人
が
署
名
す
る
場
合
は
不

要
）

③
失
業
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
公

的
機
関
の
証
明
の
写
し
（
雇
用
保
険
受

給
資
格
者
証
、
離
職
票
な
ど
）



消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

で
す

こ
ん
に
ち
は

こ
ち
ら

ブローカレス理論提唱者
情報学者（工学博士）
崇城大学情報学部教授
早稲田大学大学院招聘研究員
元ＮＴＴ研究所主幹研究員
（ＮＴＴ参与）

星合隆成さん
プロフィール

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
ト
ラ
ブ
ル

こ
こ
に
注
意
！

　

最
近
、
海
外
の
ブ
ラ
ン
ド
品
を
通
信
販

売
で
購
入
し
た
際
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発
し

て
い
ま
す
。
ト
ラ
ブ
ル
の
多
く
が
お
金
を

支
払
っ
て
も
商
品
が
届
か
な
い
と
い
う
も

の
で
す
。
そ
こ
で
、
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い

た
め
の
、
通
販
サ
イ
ト
を
見
極
め
る
最
低

限
の
ポ
イ
ン
ト
を
挙
げ
て
み
ま
し
た
。

 

・ 

連
絡
先
と
し
て
「
住
所
」「
電
話
番
号
」

が
記
載
さ
れ
て
い
る
か
。

 

・ 

記
載
さ
れ
た
「
住
所
」
は
存
在
す
る
か
。

「
電
話
番
号
」
は
本
当
に
つ
な
が
る
か
。

 

・ 

価
格
は
安
す
ぎ
な
い
か
。

 

・ 

ど
ん
な
場
合
に
返
品
可
能
か
。

 

・ 

サ
イ
ト
の
日
本
語
表
記
が
お
か
し
く
な

い
か
。

　

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
で
困
っ
た
と
き
や
被

害
に
あ
っ
た
と
き
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
合
志
庁
舎
２
階　

総
務
課
）

☎（
２
４
８
）
５
４
４
２

相
談
受
付
時
間

平
日　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

第１回地域コミュニティブランド
シンポジウム in 合志

問い合わせ先　まちづくり戦略室（合志庁舎）　☎248‒1028

　地域コミュニティブランドは、星合隆成博士（崇城大学情報学部教授）が提唱す
る地域活性化・産業振興・コミュニティビジネスの具体的な手法であり、博士が
1998年に提唱したブローカレス理論を理論的な支柱としています。シンポジウム
では、本市におけるコミュニティビジネス・ソーシャルビジネスの創発、起業サ
ポートを目的に、有識者による基調講演、パネルディスカッションを開催します。

 ● 参加費　無料（申込不要）
なお、当日は併せて市物産品のスイカやブランド品の
販売を行ないます

 ● プログラム
１　基調講演　 星合　 隆成さん（崇城大学情報学部教授）

演　　題　 「コストゼロからの起業、
　　  組織は後からついてくる」

２　パネルディスカッション
パネラー 　小保方 貴之さん（桐生布テク協会理事長）

小野　 泰輔さん（熊本県副知事）
松尾　 洋さん（㈱くまもと健康支援研究所代表取締役）
内村　 安里さん（熊本Apps！）
荒木　 義行 合志市長

と　き　５月25日（土） 午後１時～４時
ところ　ヴィーブル文化会館



ダンスコンテスト３位入賞

キャラクタードラフト会議 全九州卓球選手権大会で優勝

東京エレクトロン九州㈱助成金贈呈

写真左から、津留京弥さん、楠田汰朗さん、庄野琳乃介さん
田中夢叶さん、田中こころさん　

考案したキャラクターをアピールする塾生 一生懸命頑張りました

助成団体：オリーブの会、菊池管内環境活動協議会、クラブおおづ

　３月 30 日、辛島公園で行なわれた FMKダンスコ
ンテストで、市内の小学生のチーム「Dande Lion（ダ
ンデライオン）」が小学生の部で３位入賞しました。
　結成１年目のチームで、毎週、ユーパレス弁天や先
生のスタジオで練習しており、さまざまなイベントや
大会に出場しています。今回、入賞して「みんなで一
生懸命練習しているので嬉しい。もっと上を目指して
頑張りたい」と話していました。

　３月 30 日、熊本高専熊本キャンパスで、アニメク
リエーター育成事業「熊本こうし響創塾」の成果発表
会が行なわれ、塾生が製作したキャラクターを企業や
団体にアピールしました。
　昨年 11 月から 24 人の塾生がアニメ製作について学
び、太陽をテーマにしたキャラクターを披露しました。
企業などで使ってもらおうと、ドラフト会議の形式で
行なわれ、６社が 11 作品に関心を示しました。

　２月 16 日、17 日に宮崎市総合体育館で行なわれた、
第 13 回全九州卓球選手権大会（中学生の部）で、大
石卓球クラブ（黒石原）が男子団体戦で優勝しました。
　選手たちは、日頃の練習の成果を十分に発揮し、力
を合わせて頑張りました。
　また、男子個人戦では、松出秀太さん（沖野台）が
ベスト８に入賞しました。

　３月 19 日、東京エレクトロン九州株式会社は、地
域における社会的課題の解決に積極的に取り組む
NPO法人などの団体を支援する目的で、公募で決定
した３団体に助成金を贈呈しました。
　この取り組みは、同企業と従業員が共同で実施して
いる社内募金を原資として取り組んでおり、贈呈式で
は伊吹執行役員より「今後もより地域に根ざした活動
を行ないたい」とあいさつがありました。



新入社員合同研修会を開催

クラブにしごうしの
備品が増えました

合志1300年の歴史事業
春ウオークラリー大会

コミュニティ定期講座開講式

新社会人として頑張ります 合志市の自然と歴史を感じる参加者

寿咲亜似さんによる熊本弁での民話の語り

テニスラケットも
新しくなりました

　４月 18 日、ヴィーブルで、市と商工会の共催によ
る第２回合志市内中小企業等新入社員合同研修会が開
催されました。
　社会人としての基礎的知識やマナーの習得、市内中
小企業間の連携促進を目的として、市内中小企業の新
入社員や市役所の新規採用職員を対象に、31 人が地
域経済の現状やビジネスマナーの基礎を学びました。

　総合型地域スポーツクラブ「クラブにしごうし」で
は、昨年度、スポーツ振興くじ（ｔｏｔｏ）助成金を
活用してＡＥＤや体力測定器具などを購入しました。
　クラブにしごうしの会員の体力測定や健康相談もで
きるようになり、より健康で楽しく活動できる環境づ
くりができました。 
　プログラムは、親子体操や卓球、バドミントンなど
16 種目あります。随時入会受付中です。

　３月 31 日、春ウオークラリー大会を開催し、桜の
散る中、161 人の参加者が春を感じながら歩きました。
　コースは、ヴィーブルふれあい緑地を起点に蛇ノ尾
公園、竹迫城跡公園、竹迫日吉神社の合志の史跡を回
るコース（約６㎞）で、参加者は途中設けられた歴史
クイズやゲームをクリアしながら楽しく歩きました。
　ゴール後には、温かい豚汁に舌鼓を打っていました。

　４月６日、御代志市民センターで、須屋 ･黒石 ･中
央 ･野々島 ･合生の各コミュニティで開催される定期
講座の合同開講式があり、約 150 講座の各講師とその
講座生 410 人が参加しました。
　講師代表の東武久さんのあいさつとハーモニカの即
興演奏、講座生代表の前田章圭さんの元気なあいさつ
に会場が盛り上がり、参加者は新たな学習への取り組
みに意欲を見せていました。



▼
と
き　

５
月
19
日（
日
）

　

※
サ
ッ
カ
ー
・
陸
上
競
技
は

　
　

５
月
26
日（
日
）

▼
と
こ
ろ

　

合
志
市
総
合
体
育
館
、
合
志
市

総
合
運
動
公
園
な
ど

▼
競
技
種
目

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
軟
式
野
球
・

卓
球
・
陸
上
競
技
・
ボ
ウ
リ
ン
グ
・

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
16
競
技

　

競
技
・
会
場
一
覧
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://blogs.yahoo.co.jp/
svoo5/8894774.htm

l

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

　
（
ヴ
ィ
ー
ブ
ル
）

　

☎（
２
４
８
）５
５
５
５

　

税
制
改
正
に
よ
り
、「
年
金
収

入
４
０
０
万
円
以
下
で
、
か
つ
、

そ
の
他
の
所
得
が
20
万
円
以
下
」

の
人
は
確
定
申
告
が
不
要
と
な
り

ま
し
た
。

　　　　　　

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
列
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

５
月
27
日（
月
）

　

午
前
10
時
〜

▼
と
こ
ろ

　

御
代
志
市
民
セ
ン
タ
ー

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課

　

社
会
福
祉
班
（
西
合
志
庁
舎
）

　

☎（
２
４
２
）１
１
４
９

　

須
屋
支
所
が
須
屋
市
民
セ
ン

タ
ー
へ
移
転
し
た
こ
と
に
伴
い
、

５
月
１
日
か
ら
循
環
バ
ス
須
屋
線

の「
須
屋
支
所
」バ
ス
停
名
を「
須

屋
駅
前
」
に
変
更
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
運
行
日
お
よ
び
運
行
ダ

イ
ヤ
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

　

企
画
課　

政
策
企
画
班

　
（
合
志
庁
舎
）　

　

☎（
２
４
８
）１
８
１
３

　

し
か
し
、
市
県
民
税
の
生
命
保

険
料
控
除
な
ど
の
各
種
控
除
を
受

け
る
場
合
に
は
、
市
県
民
税
申
告

が
必
要
と
な
り
、
こ
の
市
県
民
税

申
告
を
し
な
い
ま
ま
で
い
る
と
、

例
年
に
比
べ
市
県
民
税
が
高
額
と

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
各
種
控
除
を
受
け

る
場
合
は
、
税
務
課
で
申
告
を
受

け
付
け
ま
す
の
で
早
め
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
す
で
に
確
定
申
告
な
ど

を
し
て
い
る
人
は
改
め
て
申
告
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
（
合
志
庁
舎
）

　

☎（
２
４
８
）１
１
１
４

　

自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
を
５

月
初
め
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

納
期
限
の
５
月
31
日（
金
）
ま

で
に
、
最
寄
り
の
金
融
機
関
や
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
地
域
振

興
局
税
務
課
な
ど
で
納
め
て
く
だ

さ
い
。

▼
環
境
へ
の
配
慮
か
ら
自
動
車
税

の
税
額
が
増
減
さ
れ
ま
す

　

排
気
ガ
ス
や
燃
費
性
能
が
優
れ

た
環
境
負
荷
の
小
さ
い
自
動
車

（
新
車
）
は
登
録
の
翌
年
度
の
自

動
車
税
が
軽
減
さ
れ
、
一
定
年
数

を
経
過
し
た
環
境
負
荷
の
大
き
い

自
動
車
は
自
動
車
税
が
加
算
さ
れ

ま
す
。

●
平
成
25
年
度
に
自
動
車
税
が
加

算（
約
10
％
）さ
れ
る
自
動
車

・
ガ
ソ
リ
ン
・
Ｌ
Ｐ
Ｇ
車

　

平
成
12
年
３
月
31
日
以
前
の
登

録
の
も
の

・
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車

　

平
成
14
年
３
月
31
日
以
前
の
登

録
の
も
の

▼
来
年
度
か
ら
口
座
振
替
が
で
き

ま
す

　

来
年
度
か
ら
口
座
振
替
を
希
望

す
る
人
は
、
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
依
頼
用
ハ
ガ
キ
を
送

付
し
ま
す
。
納
付
の
た
め
に
金
融

機
関
な
ど
へ
出
向
く
必
要
が
な

く
、
大
変
便
利
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

菊
池
地
域
振
興
局　

税
務
課

　
☎
０
９
６
８（
２
５
）４
２
７
２

　

春
は
野
鳥
の
繁
殖
期
で
す
。
巣

立
ち
し
た
ヒ
ナ
が
落
ち
て
い
て

も
、
必
ず
親
鳥
が
保
護
し
ま
す
の

で
拾
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
県
で
は
５
月
10
日
か
ら

の
１
カ
月
間
を
指
導
取
締
強
化
月

間
と
定
め
、
違
法
捕
獲
な
ど
の
防

止
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

な
お
、
メ
ジ
ロ
の
愛
が
ん
飼
養

に
つ
い
て
は
、
鳥
獣
の
乱
獲
を
助

長
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

新
た
な
捕
獲
の
許
可
は
し
な
い
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

菊
池
地
域
振
興
局
林
務
課

　
☎
０
９
６
８（
２
５
）２
３
４
７

　

農
政
課
（
合
志
庁
舎
）

　

☎（
２
４
８
）１
４
４
５

　

認
知
症
の
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
か

ら
の
行
動
に
困
惑
し
た
り
、
対
応

に
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
一
人
で

悩
ま
ず
、
同
じ
介
護
を
し
て
い
る

仲
間
で
語
り
合
い
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　

５
月
29
日（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ

　

ふ
れ
あ
い
館
交
流
ホ
ー
ル

▼
対
象

　

認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る

人
、
家
族
が
認
知
症
と
診
断
さ
れ

た
人

▼
内
容　

意
見
交
換

▼
参
加
費　
　

無
料

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
社
会
福
祉
協
議
会

　

地
域
福
祉
係
（
ふ
れ
あ
い
館
）

　

☎（
２
４
２
）７
０
０
０

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

戦
没
者
追
悼
式
を

開
催
し
ま
す

第
64
回
菊
池
郡
市
民
体
育
祭

バ
ス
停
名
を
変
更
し
ま
し
た

（
循
環
バ
ス
須
屋
線
）

市
県
民
税
申
告
は

お
済
み
で
す
か

自
動
車
税
の
納
付
は

５
月
31
日
ま
で
に

繁
殖
期
の
野
鳥
保
護
と

指
導
取
締
強
化
月
間

認
知
症
家
族
の
つ
ど
い



インフォメーション

▼
と
き

　

６
月
２
日（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ

　

ゆ
め
タ
ウ
ン
光
の
森

　

１
階
イ
ー
ス
ト
コ
ー
ト

▼
内
容

　

歯
科
健
診
・
相
談
、
栄
養
相
談
、

　

衛
生
士
会
の
健
口
コ
ー
ナ
ー
、

　

お
口
の
中
を
見
て
み
よ
う
コ
ー

　

ナ
ー
、
口
臭
測
定
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

菊
池
郡
市
歯
科
医
師
会

　

南
歯
科
医
院

　

☎（
２
３
２
）７
５
４
１

　

最
近
、
強
風
に
よ
り
高
速
道
路

沿
線
か
ら
高
速
道
路
上
に
竹
な
ど

が
倒
れ
こ
ん
で
、
高
速
道
路
を
走

行
す
る
自
動
車
に
衝
突
す
る
と

い
っ
た
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

高
速
道
路
沿
線
に
竹
な
ど
を
所

有
し
、
高
速
道
路
へ
の
危
険
が
予

知
で
き
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
伐
採

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
高
速
道
路
上
へ
竹
な
ど

が
倒
れ
込
む
可
能
性
が
あ
っ
た
場

合
、
や
む
な
く
高
速
道
路
を
管
理

す
る
西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社

に
て
伐
採
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社

　

熊
本
高
速
道
路
事
務
所

　
☎
０
９
６
５（
３
９
）０
７
１
１

　

た
た
み
職
人
と
同
じ
技
法
で
、

八
代
産
の
イ
グ
サ
を
使
っ
た
「
ミ

ニ
た
た
み
」
を
作
っ
て
み
よ
う
。

▼
と
き

　

５
月
25
日（
土
）

　

午
前
９
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ

　

ヴ
ィ
ー
ブ
ル
工
芸
実
習
室

▼
対
象

　

市
内
小
学
１
〜
６
年
生

※
１
〜
３
年
生
は
保
護
者
同
伴

▼
募
集
人
数　

24
人

　

応
募
者
多
数
の
と
き
は
抽
選

▼
参
加
費
（
材
料
代
）
２
０
０
円

※
当
日
徴
集

▼
申
込
期
限

　

５
月
23
日（
木
）
午
後
５
時

▼
申
込
方
法

　

申
込
用
紙
に
記
入
し
、
直
接
提

出
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
し
て
く
だ
さ
い
。

（
申
込
用
紙
は
各
小
学
校
・
ヴ
ィ
ー

ブ
ル
・
御
代
志
市
民
セ
ン
タ
ー
・

図
書
館
に
も
あ
り
ま
す
。）
電
話

で
仮
申
し
込
み
も
で
き
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
（
ヴ
ィ
ー
ブ
ル
）

　

☎（
２
４
８
）５
５
５
５

　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
２
４
８
）５
４
５
０

【
西
沖
住
宅
】

・
所
在
地　

栄
３
７
９
３
‐
２
０

・
募
集
戸
数　

２
戸

・
間
取
り　

２
Ｄ
Ｋ

・
構
造　

簡
易
耐
火
造

・
学
校
区　

合
志
南
小
・
合
志
中

・
月
額
家
賃

　

５
、４
０
０
〜

　

８
、４
０
０
円
／
月

　

世
帯
の
所
得
に
応
じ
ま
す

・
敷
金　

家
賃
３
カ
月
分

・
駐
車
場　

空
き
地
を
利
用

【
合
志
中
央
団
地
】

・
所
在
地　

幾
久
富
１
１
０
１

・
募
集
戸
数　

１
戸

・
間
取
り　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

・
構
造　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

・
学
校
区　

合
志
小
・
合
志
中

・
月
額
家
賃

　

４
６
、０
０
０
〜

　

６
３
、０
０
０
円
／
月

　

世
帯
の
所
得
に
応
じ
ま
す

・
敷
金　

家
賃
３
カ
月
分

・
駐
車
場　

１
、０
０
０
円
／
月

　
（
一
世
帯
２
台
ま
で
）

▼
入
居
資
格

・
市
内
に
住
所
が
あ
る
人
ま
た
は

勤
務
先
が
市
内
の
人

・
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ

る
こ
と（
合
志
中
央
団
地
の
み
）

・
西
沖
住
宅
に
つ
い
て
は
、
申
込

者
全
員
の
所
得
合
計
が
月
額
15

万
８
千
円
以
下
。

・
合
志
中
央
団
地
に
つ
い
て
は
、

申
込
者
全
員
の
所
得
合
計
が
、

月
額
13
万
８
千
円
を
超
え
25
万

　

９
千
円
以
下
。

・
持
家
を
有
し
て
い
な
い
こ
と

・
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と

・
申
込
者
と
同
居
親
族
が
暴
力
団

員
で
な
い
世
帯

▼
優
先
入
居
（
西
沖
住
宅
の
み
）

　

入
居
資
格
が
あ
り
、
次
の
世
帯

に
該
当
す
る
場
合
は
、
優
先
し
て

入
居
が
で
き
ま
す
。

・
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
入
所
者
な

ど
の
世
帯
の
人

▼
提
出
書
類

・
入
居
申
込
書
（
都
市
計
画
課
備

付
）
※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

・
住
民
票
（
続
柄
記
載
が
あ
る
も

の
、
入
居
者
全
員
記
載
分
）

・
平
成
24
年
度
住
民
税
課
税
台
帳

等
記
載
事
項
証
明
書
（
入
居
者

全
員
分
）

▼
申
込
期
間

　

５
月
20
日（
月
）
〜
31
日（
金
）

　

午
後
４
時
ま
で

　
（
土
・
日
を
除
く
）

▼
抽
選
日
時
・
場
所

　

６
月
３
日（
月
）

　

午
後
４
時
〜

　

合
志
市
役
所
西
合
志
庁
舎

　

３
階
大
会
議
室

※
補
欠
番
号
は
抽
選
日
よ
り
１
年

間
有
効
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
他

の
住
宅
を
申
し
込
む
場
合
、
補
欠

番
号
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

▼
入
居
予
定
日

　

６
月
16
日（
日
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

都
市
計
画
課
（
西
合
志
庁
舎
）

　

☎（
２
４
２
）１
１
０
４

歯
と
お
口
の
健
康
展

高
速
道
路
沿
い
に
土
地
を

所
有
す
る
皆
さ
ん
へ

市
営　

西
沖
住
宅
・
合
志
中
央

団
地
入
居
者
募
集

子
ど
も
歴
史
・
科
学
体
験
教
室

「
ミ
ニ
た
た
み
」
づ
く
り



　

県
建
築
士
事
務
所
協
会
の
建
築

士
に
よ
る
耐
震
診
断
の
補
助
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
改
修
が

必
要
な
建
物
に
は
、
耐
震
改
修
補

助
も
始
め
ま
し
た
。

▼
補
助
の
対
象
と
な
る
建
築
物

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
し
た
、
建
築
基
準
法
に
違
反

し
て
い
な
い
建
物
で
、
所
有
者

が
市
税
な
ど
の
滞
納
が
無
い
人

・
地
上
階
数
が
２
階
以
下
の
在
来

軸
組
構
法
で
建
築
さ
れ
た
戸
建

木
造
住
宅
お
よ
び
木
造
集
会
所

・
緊
急
輸
送
道
路
沿
道
の
建
築
物

▼
補
助
金
・
募
集
戸
数
（
先
着
順
）

・
耐
震
診
断

　

診
断
に
要
す
る
費
用
の
３
分
の

２
以
内
で
、
戸
建
木
造
住
宅
・

集
会
所
は
限
度
額
８
万
円
（
５

棟
）、
緊
急
輸
送
同
路
沿
道
建

物
は
限
度
額
20
万
円
（
１
棟
）

・
耐
震
改
修

　

戸
建
木
造
住
宅
で
事
業
費
の

23
％
以
内
で
限
度
額
20
万
円

（
４
棟
）

▼
申
込
期
間

・
耐
震
診
断

　

５
月
20
日（
月
）
〜

　

９
月
30
日（
月
）

　

午
後
４
時
ま
で

・
耐
震
改
修

　

５
月
20
日
（
月
）
〜

　
（
年
度
内
に
改
修
が
終
わ
る
も

　

の
に
限
る
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

都
市
計
画
課
（
西
合
志
庁
舎
）

　

☎（
２
４
２
）１
１
０
４

▼
募
集
案
内
書
（
申
込
書
付
）

　

配
布
期
間

　

５
月
20
日（
月
）
〜

　

６
月
４
日（
火
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　

※
土
・
日
は
除
く

▼
配
布
場
所

　

県
住
宅
供
給
公
社

　

都
市
計
画
課
（
西
合
志
庁
舎
）

▼
申
込
期
間

　

６
月
５
日（
水
）
〜
11
日（
火
）

▼
受
付
場
所

　

県
住
宅
供
給
公
社

　
（
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

県
住
宅
供
給
公
社

　

☎（
３
８
２
）５
５
５
２

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
投

票
率
の
低
い
若
い
人
た
ち
に
も
っ

と
選
挙
を
身
近
な
も
の
に
感
じ
て

い
た
だ
く
た
め
、
20
歳
代
の
選
挙

権
の
あ
る
人
の
中
か
ら
期
日
前
投

票
所
の
「
投
票
立
会
人
」
を
募
集

し
ま
す
。
７
月
下
旬
に
は
任
期
満

了
に
よ
る
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

が
行
な
わ
れ
る
予
定
で
す
。

▼
期
日
前
投
票
立
会
人
と
は

　

選
挙
の
告
示
日
（
国
政
選
挙
で

は
公
示
日
）
の
翌
日
か
ら
投
票
日

の
前
日
ま
で
に
行
な
わ
れ
る
期
日

前
投
票
所
に
お
い
て
、
投
票
事
務

が
公
正
、
適
正
に
行
な
わ
れ
て
い

る
か
な
ど
を
見
守
る
人
で
す
。

　

公
職
選
挙
法
に
よ
り
期
日
前
投

票
所
に
２
人
の
立
会
人
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
本
市
で
は
、
合
志
庁

舎
、
西
合
志
庁
舎
で
期
日
前
投
票

所
を
設
け
て
お
り
、
通
常
は
、
自

治
会
長
な
ど
に
立
会
人
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

▼
申
し
込
み
に
つ
い
て

　

申
し
込
み
さ
れ
た
人
を
、
事
前

に
「
期
日
前
投
票
立
会
人
名
簿
」

に
登
録
し
ま
す
。
選
挙
の
啓
発
が

目
的
で
す
の
で
、
立
会
い
は
１
日

か
ら
２
日
程
度
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
選
挙
の
日
程
が
決
定
し
た
の

ち
、
登
録
し
た
人
に
立
会
い
の
お

願
い
を
通
知
し
ま
す
。

▼
資
格
要
件

　

本
市
に
在
住
の
選
挙
権
を
有
す

る
20
歳
代
の
人

▼
勤
務
時
間

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

▼
勤
務
場
所

　

合
志
庁
舎
ま
た
は
西
合
志
庁
舎

▼
報
酬

　

日
給
１
１
、７
０
０
円

　
（
交
通
費
込
み
）

▼
申
込
方
法

　

期
日
前
投
票
立
会
人
申
込
書
を

市
選
挙
管
理
委
員
会
へ
郵
送
ま
た

は
直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
申

込
書
は
、
総
務
課
窓
口
に
あ
り
ま

す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す
。

▼
申
込
期
限

　

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
立
会

人
は
、
５
月
20
日（
月
）ま
で
。
そ

れ
以
降
の
申
し
込
み
は
、
次
の
選

挙
の
際
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
選
挙
管
理
委
員
会

　
（
合
志
庁
舎
総
務
課
内
）

　

☎（
２
４
８
）１
１
１
２

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
７

月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
参
議
院
議

員
通
常
選
挙
の
事
務
補
助
員
を
募

集
し
ま
す
。

▼
業
務
内
容

　

選
挙
に
関
す
る
事
務
補
助
、
期

日
前
投
票
所
の
設
営
撤
去
な
ど
の

作
業
、
期
日
前
投
票
期
間
中
の
受

付
事
務
な
ど
。

▼
資
格
要
件

　

本
市
に
住
所
が
あ
り
、
選
挙
権

を
有
す
る
人
。
ま
た
、
特
定
の
候

補
者
の
選
挙
運
動
に
従
事
し
て
い

な
い
人
。

▼
募
集
人
数
・
期
間

①
事
務
補
助
員

　

１
人

　

６
月
中
旬
か
ら
７
月
下
旬
ま
で

　
（
予
定
）

②
期
日
前
投
票
所
の
受
付
事
務

　

３
人

　

７
月
上
旬
か
ら
７
月
中
旬
ま
で

　

選
挙
期
間
中
の
み
16
日
間

▼
勤
務
時
間

①
事
務
補
助
員

　

午
前
８
時
30
分
〜

　

午
後
５
時
15
分

　

た
だ
し
、
７
月
上
旬
〜
７
月
中

旬
（
予
定
）
の
選
挙
期
間
中
（
16

日
間
）
は
、
午
前
８
時
〜
午
後
８

時
15
分
（
途
中
交
代
も
可
）

②
期
日
前
投
票
所
の
受
付
事
務
員

　

午
前
８
時
〜
午
後
８
時
15
分

　
（
途
中
交
代
も
可
）

▼
勤
務
場
所

　

合
志
庁
舎
ま
た
は
西
合
志
庁
舎

※
あ
ら
か
じ
め
指
定
し
ま
す
が
、

耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
を

し
て
み
ま
せ
ん
か

平
成
25
年
度
（
前
期
）
県
営

住
宅
補
充
入
居
待
機
者
募
集

20
歳
代
の
期
日
前
投
票
所
の

投
票
立
会
人
を
募
集

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
に

お
け
る
事
務
補
助
員
を
募
集



インフォメーション

日
に
よ
っ
て
変
更
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

▼
報
酬

　

午
後
５
時
15
分
ま
で
は

　

時
給
６
８
０
円

　

午
後
５
時
15
分
か
ら
は

　

時
給
８
４
０
円

交
通
費
込
み
で
、
土
日
祝
日
は

割
増
時
給
と
な
り
ま
す
。

▼
申
込
方
法

　

写
真
付
履
歴
書
を
市
選
挙
管
理

委
員
会
ま
で
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
申
込
期
限

　

５
月
24
日
（
金
）
ま
で
。
申
込

多
数
の
場
合
は
書
類
選
考
を
し
ま

す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
選
挙
管
理
委
員
会

　
（
合
志
庁
舎
総
務
課
内
）

　

☎（
２
４
８
）１
１
１
２

　

講
座
を
通
じ
て
認
知
症
の
正
し

い
知
識
や
接
し
方
を
理
解
し
、
自

分
の
で
き
る
範
囲
で
認
知
症
の
人

を
応
援
す
る
の
が
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
で
す
。
認
知
症
に
つ
い
て
正

し
く
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　

５
月
27
日（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ

　

ふ
れ
あ
い
館
交
流
ホ
ー
ル

▼
内
容

　

認
知
症
の
症
状
・
支
援
方
法
・

診
断
・
治
療
・
接
す
る
と
き
の
心

構
え
な
ど

▼
参
加
費　
　

無
料

▼
申
込
方
法

　

５
月
23
日（
木
）
ま
で
に
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
者
支
援
課

　

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
班

　
（
西
合
志
庁
舎
）

　

☎（
２
４
２
）１
１
２
４

　

読
み
書
き
・
計
算
で
脳
の
健
康
維

持
増
進（
認
知
症
予
防
）の
た
め
の

教
室
受
講
者
と
、
そ
の
運
営
を
手

伝
っ
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
）
を
募
集
し

ま
す
。

▼
期
間　

６
月
〜
12
月

▼
と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
館

▼
申
込
期
限　

５
月
31
日（
金
）

▼
申
込
方
法

　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

【
受
講
者
】

▼
対
象

　

65
歳
以
上
の
人
で
毎
週
１
回
学

習
教
室
へ
の
参
加
と
、
毎
日
10
分

程
度
の
自
宅
学
習
が
可
能
な
人

▼
時
間

　

毎
週
水
曜
日

　

午
前
10
時
〜
11
時
10
分

▼
内
容

　

教
材
を
使
っ
て
、
簡
単
な
読
み

書
き
・
計
算

▼
参
加
費

　

月
額
２
、２
０
０
円

　
（
教
材
・
保
険
料
代
）

▼
募
集
人
数　

16
人

　

定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

【
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
】

▼
対
象

　

市
民
で
、
高
齢
者
の
心
身
の
健

康
増
進
に
理
解
が
あ
り
、
事
前
の

研
修
会
（
６
月
）
に
参
加
可
能
な

人
。（
交
通
費
程
度
支
給
）

▼
活
動
時
間

　

毎
週
水
曜
日

　

午
前
９
時
30
分
〜
２
時
間
程
度

▼
活
動
内
容

　

教
室
運
営
補
助
・
受
講
者
の
学

習
支
援

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎（
２
４
２
）７
０
０
０

　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
２
４
２
）６
６
３
５

【
木
工
教
室
】

▼
と
き

　

７
月
〜　

第
２
、４
土
曜
日

　

全
16
回

　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

▼
と
こ
ろ　

野
々
島
公
民
館

【
男
性
の
料
理
教
室
】

▼
と
き

　

６
月
〜　

第
４
月
曜
日

　

全
10
回

　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

▼
と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
館

※
両
講
座
と
も
都
合
に
よ
り
日
程

の
変
更
が
あ
り
ま
す
。

▼
対
象

　

市
内
在
住
お
お
む
ね
65
歳
以
上

の
人

▼
参
加
費

　

１
、０
０
０
円
（
材
料
費
別
）

▼
申
込
方
法

　

講
座
名
・
氏
名
・
住
所
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
明
記
し
、
市
社
会
福

祉
協
議
会
窓
口
へ
直
接
ま
た
は
郵

送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▼
申
込
期
限

　

６
月
14
日（
金
）（
必
着
）

　

定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。
抽
選
の
結
果
は
郵
送

に
て
通
知
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
社
会
福
祉
協
議
会

　

地
域
福
祉
課
（
ふ
れ
あ
い
館
）

　

☎（
２
４
２
）７
０
０
０

　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
２
４
２
）６
６
３
５

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
は
、
地

域
の
中
で
子
育
て
の
応
援
を
し
て

ほ
し
い
人
（
利
用
会
員
）
と
子
育

て
の
応
援
を
し
た
い
人
（
協
力
会

員
）
と
が
支
え
合
う
相
互
援
助
活

動
で
す
。
子
育
て
を
応
援
す
る
一

員
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　

６
月
16
日（
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ

　

ふ
れ
あ
い
館
交
流
ホ
ー
ル

▼
内
容

　

救
急
法
・
子
ど
も
の
心
身
の
発

達
に
つ
い
て
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
の
支
援
活
動
に
つ
い
て
・

子
ど
も
と
の
関
わ
り
方
と
遊
び

▼
定
員　

20
人

　
（
託
児
あ
り
要
予
約
）

▼
持
参
す
る
物

　

筆
記
用
具
、
証
明
写
真
２
枚
、

　

印
鑑
、
弁
当
、
飲
み
物

▼
申
込
期
限　

６
月
７
日（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
社
会
福
祉
協
議
会

　

こ
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎（
２
４
２
）７
０
０
８

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

脳
い
き
い
き
教
室
受
講
者

学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

高
齢
者
の
生
き
が
い
と

健
康
づ
く
り
事
業
「
い
き
い
き
講
座
」

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

協
力
会
員
募
集



　

Ｈ
Ｆ
Ｃ
（
ハ
ー
ト
フ
ル
フ
ィ
ッ

シ
ン
グ
ク
ラ
ブ
）
で
は
、
地
域
交

流
の
一
環
と
し
て
、
母
子
・
父

子
（
ひ
と
り
親
）
世
帯
を
対
象
に

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
大
会
を
実
施
し
ま
す
。

▼
と
き　

６
月
９
日
（
日
）

　

午
前
７
時
45
分
〜

　

午
後
３
時
15
分
予
定

▼
と
こ
ろ　

上
天
草
市

▼
集
合　

　

午
前
７
時
45
分

　

市
役
所
合
志
庁
舎
玄
関
前

　

午
前
８
時

　
Ｊ
Ａ
菊
池
西
合
志
中
央
支
所

▼
対
象　

　

母
子
・
父
子
（
ひ
と
り
親
） 

世

帯
の
小
学
生
（
男
女
）
先
着
25
人

程
度　

※
原
則
、
保
護
者
同
伴

▼
参
加
費　

１
人　

５
０
０
円

　
（
１
日
保
険
料
込
み
）

▼
持
参
す
る
物

　

飲
み
物
・
帽
子
・
タ
オ
ル
な
ど

※
弁
当
・
釣
竿
・
え
さ
・
ク
ー
ラ
ー

ボ
ッ
ク
ス
な
ど
は
事
務
局
で
用

意
し
ま
す
。

▼
申
込
期
限　

６
月
１
日
（
土
）

　

申
し
込
み
は
火
曜
〜
土
曜
日
に

お
願
い
し
ま
す

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｈ
Ｆ
Ｃ
事
務
局　

後
藤　

　

☎（
２
４
２
）０
２
４
６

▼
と
き　

５
月
18
日（
土
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

▼
と
こ
ろ

　

熊
本
高
専
熊
本
キ
ャ
ン
パ
ス

▼
参
加
料　

無
料

▼
内
容

　

い
ろ
い
ろ
な
科
学
実
験
や
工
作

を
体
験
で
き
ま
す
。

※
材
料
に
限
り
の
あ
る
も
の
は
、

当
日
、
受
付
に
て
整
理
券
を
配
布

し
ま
す
。
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://kagaku.k.kum
am
oto-

nct.ac.jp/

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
高
専
熊
本
キ
ャ
ン
パ
ス

　

わ
く
わ
く
実
験
講
座
担
当

　　
☎（
２
４
２
）６
４
３
３

▼
と
き　

６
月
17
日（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
開
会

▼
と
こ
ろ　

ユ
ー
パ
レ
ス
弁
天

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
年
金
受
給
者
協
会

　

合
志
市
部
会
会
長　

有
働
勝
也

　

☎（
２
４
２
）４
３
９
７

お
も
し
ろ
サ
イ
エ
ン
ス

わ
く
わ
く
実
験
講
座

第
８
回
Ｈ
Ｆ
Ｃ
ワ
ン
デ
ー

パ
ー
ト
ナ
ー
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
大
海

年
金
受
給
者
会
員
の
つ
ど
い

自
衛
官
募
集

募集種目 受付期限 試験日 受験資格

技術海上幹部
技術航空幹部

５月17日（金）
７月 １日（月） 大卒38歳未満の人

技 術 海 曹 ６月28日（金） 20歳以上の人で国家免許資
格取得者など

申し込み・問い合わせ先　自衛隊熊本地方協力本部　菊池分駐所    ☎ 0968-24-2772

学校司書
業務内容　小学校の図書館事務など
募集人数　１人
条件資格　司書資格を有する人
勤務先　　合志小学校
勤務内容　週５日間（週29時間未満）以内とし、
               学校長が指定した日
　　　　　原則として午前８時30分～午後３時15分
報　　酬　日額4,600円
提出書類　申込書（学校教育課に有）、写真付き履歴書、
　　　　　司書資格証明書の写し
申込期限　５月22日（水）
勤務開始予定日　６月３日（月）
選考方法　書類審査と面接により選考します
その他　　社会保険、雇用保険に加入（個人負担あり）
申し込み・問い合わせ先
　　　　　学校教育課　学務指導班（西合志庁舎）
　　　　　☎242-1230

図書館司書
業務内容　図書館業務全般
募集人数　２人程度
条件資格　司書資格を有する人
勤務先　　市立図書館
勤務内容　原則午前９時30分～午後６時15分（変更有）
　　　　　月16日（土日祝日勤務可能な人）
報　　酬　日額6,160円
提出書類　申込書（市立図書館に有）、写真付き履歴書、
　　　　　司書資格証明書の写し
申込期限　５月22日（水）
選考方法　書類審査と面接により選考します
その他　　社会保険、雇用保険に加入（個人負担あり）
申し込み・問い合わせ先
　　　　　生涯学習課　図書館班
　　　　　（西合志図書館）☎242-5555
　　　　　（合志図書館）  　☎ 248-5754

非常勤職員募集

鯛を釣ります



インフォメーション

合志市のために、市民の皆さんのた

めに、自分ができることを一生懸命

頑張ります。

合志市をさらに住みよい市にするた

めに、あいさつと学びの姿勢を大切

に頑張っていきます。

市民の皆さんのために、明るく元気

よくをモットーに一日でも早く力に

なれるよう頑張ります。

市民の皆さんの力になり、より活気

に満ちた合志市になるよう一所懸命

に頑張ります。 

いち早く仕事に慣れ、合志市に貢献

できるよう努力して行きます。

●試験職種・採用予定人数

　　地方公務員法に定める欠格事項に該当する人および
　　日本国籍を有しない人は受験できません。

●採用予定日　10月 1日（火）

●受験資格
①昭和49年４月２日から平成7年４月１日
までに生まれた人

②身体障害者手帳の交付を受けている人
③自力で通勤でき、かつ、介護者なしに一般事
務職として職務が可能な人

④活字印刷文による出題に対応できる人
⑤口頭による面接試験に対応できる人
⑥キーボード入力およびマウス操作によるパソ
コン技能検査に対応できる人

●試験日・試験会場
　第１次試験
　と　き　８月４日（日）午前８時30分
　ところ　合志市役所合志庁舎
　第２次試験
　と　き　８月下旬予定
　ところ　合志市役所合志庁舎

●受付期間
　6月3日（月）～14日（金）（土日祝日を除く）
　午前８時30分～午後５時15分
＊試験実施要領と申込用紙は、合志庁舎総務課、
西合志庁舎総合窓口、泉ヶ丘支所、須屋支所に
5月14日（火）から用意します。市ホームペー
ジにも掲載します。

●申し込み・問い合わせ先
　　総務課　人事班（合志庁舎）　
　　☎248-1112

合志市職員募集（中途採用：一般事務身体障がい者対象）

樋口　良平

商工振興課
H25.４.１採用

宮尾　和樹

学校教育課
H25.４.１採用

中村　考智

生涯学習課
H25.４.１採用

佐藤 　浩明

福祉課
H25.４.１採用

清田　麻莉

税務課
H25.１.１採用

区分 職種 採用予定数

高等学校
卒業程度 一般事務 ２人程度

勤務先・職務内容
市長部局などに勤務し、行政一般事務
に従事する



防はできる予
～健診がいちばんの道しるべ～

ブ・小児用肺炎球菌・子宮頸がん予防ワクチンが
定期予防接種になりましたヒ

料クーポン券で健診を受けてみよう無
（40歳、61歳の合志市国民健康保険加入者）

242-6633 ○ ○○いけざわこども
クリニック（野々島）

345-0600 ○山下胃腸科クリニック
（須屋）

288-0777 ○ ○○ナカシマセブン
クリニック（須屋）

345-5151 ○成松内科医院（須屋）

227-6213 ○まつおか小児科内科
（須屋）

338-8960 ○ ○○まつもとこども
クリニック（須屋）

248-0003 ○ ○○大森医院（竹迫）

248-2155 ○宮川内科医院（栄）

248-8181 ○
中学生以上

緒方整形外科医院
（幾久富）

248-5800 ○○みやの小児科（幾久富）

273-7227 ○ ○○千年内科クリニック
（幾久富）

248-8600 ○池田クリニック
（幾久富）

電話番号
小児用
肺炎
球菌

子宮頸
がん
予防

ヒブ医療機関名

４回生後２カ月～６カ月

ヒブワクチン ３回生後７カ月～11カ月

１回１歳～４歳

４回生後２カ月～６カ月

小児用肺炎球菌
ワクチン

３回生後７カ月～11カ月

２回１歳

１回２歳～４歳

３回
小学校６年生～
高校１年生の女子

子宮頸がん予防
ワクチン

回　数対　　象ワクチン種別 30歳～39歳25歳～29歳

加入の社会保険や職場などで健診を受ける
ことができない人

健康づくり推進課　健康推進班

1,500円

生活習慣病健診若人健診
75歳以上40歳～74歳

後期高齢者医療保険
（合志市）加入の人社会保険加入の人合志市国民健康保険

加入の人

高齢者支援課保険証に記載されて
いる保険者

健康づくり推進課　
健康企画班

800円加入の保険者に
確認してください1,500円

後期高齢者健診特定健診
対象年齢

国保加入者のみ郵送な　　し 対象者のみ郵送な　　し郵　　送問診票の送付

対　　象

実施主体
（問い合わせ先）

料　　金

健診種類

心臓の血管

心筋梗塞など

脳の血管

脳梗塞など

腎臓の血管

腎不全

～健康・福祉・子育て情報～

スマイル    ライフ

～健康・福祉・子育て情報～
スマイル    ライフ

今月の健康人　～けんこうびと～

松崎 和寛さん（64歳）  すずかけ台区長

「健康のすすめ」のコーナーをリニューアルしました。これまでの健康情報に
プラスして、「子育て情報」や「福祉の情報」などを月ごとにお届けします。

　生活習慣病を確認する健診でポイントとなるこ
と、それは「動脈硬化」の危険リスクです。動脈硬
化を進める要因となるのは、日々の生活習慣が主な
原因になる高血圧、高血糖、高コレステロールなど
です。これらは、自覚症状はあまりありませんが、
年月をかけて着実に動脈硬化を進行させます。血管
の壁が傷つき、糖や脂質が傷にたまって動脈が硬く
なり、血栓ができたり、血液の通り道が狭くなって
しまい、右記の疾患になる可能性が高くなります。
これらを予防するために健診を受けて、自身のカラ
ダの状態を確認することが健康づくりの第１歩とな
ります。

　これらの予防接種については、昨年度までは任
意接種でしたが、予防接種法の改正により、定期
予防接種となりました。対象者は予防接種を受け
ましょう。これらの予防接種がお済みの人は、再
接種の必要はありません。
 ● 接種料金　無料
 ● 対　　象

 ● 持参する物
母子健康手帳、予診票（市内委託医療機関に有り）

 ● 接種場所　市内委託医療機関
　必ず、事前に予約をして受診してください。ワ
クチンの入荷・在庫状況などありますので、予約
は早めにしましょう。各医療機関で接種日時は異
なります。

※ヒブワクチン・小児用肺炎球菌ワクチンの標準的な
接種は生後２カ月～６カ月、子宮頸がん予防ワクチ
ンの標準的な接種は中学校１年生です。

※原則、保護者が同伴してください。ただし、子宮頸が
ん予防接種対象者の高校１年生で、保護者が同伴で
きない場合は、同意書（健康づくり推進課に有り）が
必要になります。

　本年度から、節目の年となる40歳と61歳
の人に無料クーポン券を送付します。40歳
は特定健診を受診することができる最初の
年齢であり、61歳は仕事を退職して社会保
険から国民健康保険に加入する人が多い年
齢です。この機会にぜひ特定健診を受けま
しょう。

 ● 対　　象　平成25年４月１日現在、国民健康保険加入者
で本年度以下のいずれかの年齢になる人

40歳……昭和48年４月１日～昭和49年３月31日生まれ
61歳……昭和27年４月１日～昭和28年３月31日生まれ

 ● 配布方法　5月下旬頃に郵送、もしくは訪問にて配ります。

問い合わせ先　健康づくり推進課　健康企画班（西合志庁舎）　☎242‒1183問い合わせ先　健康づくり推進課　健康推進班（西合志庁舎）　☎242‒1183

※上記以外にも委託医療機関があります。詳しくは健
康推進班にお問い合わせください。

※詳細は、5月下旬頃に発送する案内と問診票を確認してください。その他、受診希望の人はお問い合わせください。

　市の健康づくりモデル事業「すずかけ台ウエストサ
イズ大作戦」に参加して、４カ月でウエスト11cm 減、
体重７kg減を達成。血圧も少しずつ下がってきた。

 ● 松崎さんの健康づくりのポイント
①NHK朝ドラを見ながら15分のステップ運動
②食事では、何にでもマヨネーズをかけていたが控
えるようになった

不定期ですが、健康づくりを頑張っている人を紹介します。 会う人会う人に「痩
せましたね」と言わ
れます。続けるコツ
はテレビを見ながら、
カラダを動かすこと。
私にできたので市民
の皆さんもできるは
ず。私も維持するた
めにこれからも続け
ていきます。
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と、それは「動脈硬化」の危険リスクです。動脈硬
化を進める要因となるのは、日々の生活習慣が主な
原因になる高血圧、高血糖、高コレステロールなど
です。これらは、自覚症状はあまりありませんが、
年月をかけて着実に動脈硬化を進行させます。血管
の壁が傷つき、糖や脂質が傷にたまって動脈が硬く
なり、血栓ができたり、血液の通り道が狭くなって
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意接種でしたが、予防接種法の改正により、定期
予防接種となりました。対象者は予防接種を受け
ましょう。これらの予防接種がお済みの人は、再
接種の必要はありません。
 ● 接種料金　無料
 ● 対　　象

 ● 持参する物
母子健康手帳、予診票（市内委託医療機関に有り）

 ● 接種場所　市内委託医療機関
　必ず、事前に予約をして受診してください。ワ
クチンの入荷・在庫状況などありますので、予約
は早めにしましょう。各医療機関で接種日時は異
なります。

※ヒブワクチン・小児用肺炎球菌ワクチンの標準的な
接種は生後２カ月～６カ月、子宮頸がん予防ワクチ
ンの標準的な接種は中学校１年生です。

※原則、保護者が同伴してください。ただし、子宮頸が
ん予防接種対象者の高校１年生で、保護者が同伴で
きない場合は、同意書（健康づくり推進課に有り）が
必要になります。

　本年度から、節目の年となる40歳と61歳
の人に無料クーポン券を送付します。40歳
は特定健診を受診することができる最初の
年齢であり、61歳は仕事を退職して社会保
険から国民健康保険に加入する人が多い年
齢です。この機会にぜひ特定健診を受けま
しょう。

 ● 対　　象　平成25年４月１日現在、国民健康保険加入者
で本年度以下のいずれかの年齢になる人

40歳……昭和48年４月１日～昭和49年３月31日生まれ
61歳……昭和27年４月１日～昭和28年３月31日生まれ

 ● 配布方法　5月下旬頃に郵送、もしくは訪問にて配ります。

問い合わせ先　健康づくり推進課　健康企画班（西合志庁舎）　☎242‒1183問い合わせ先　健康づくり推進課　健康推進班（西合志庁舎）　☎242‒1183

※上記以外にも委託医療機関があります。詳しくは健
康推進班にお問い合わせください。

※詳細は、5月下旬頃に発送する案内と問診票を確認してください。その他、受診希望の人はお問い合わせください。

　市の健康づくりモデル事業「すずかけ台ウエストサ
イズ大作戦」に参加して、４カ月でウエスト11cm 減、
体重７kg減を達成。血圧も少しずつ下がってきた。

 ● 松崎さんの健康づくりのポイント
①NHK朝ドラを見ながら15分のステップ運動
②食事では、何にでもマヨネーズをかけていたが控
えるようになった

不定期ですが、健康づくりを頑張っている人を紹介します。 会う人会う人に「痩
せましたね」と言わ
れます。続けるコツ
はテレビを見ながら、
カラダを動かすこと。
私にできたので市民
の皆さんもできるは
ず。私も維持するた
めにこれからも続け
ていきます。



　　　　　　　　　　　　　　☎☎
　　　　　　　　　　　　　　　　☎☎

　☎　☎

ぞうきんぞうきん

　　河野　進　著　　幻冬舎　刊

　ベストセラー「置かれた場所で咲きなさい」で紹介さ
れた、河野進の詩集著者は、岡山県玉島協会の牧師と保
育園の園長を兼ね、また、
岡山ハンセン病療養所での
慰問伝道にたずさわりなが
ら、多くの詩を残した。
　表題作「ぞうきん」をは
じめ、その詩からは、あら
ゆるものに対するあたたか
い愛のまなざしが感じられ
る。

一般書 児童書
無名人のひとりごと…………………
その後のふたり………………………
王妃の帰還…………………………
イノセントブルー　記憶の旅人……
ほかの惑星への気楽な旅…
福岡ハカセの本棚…………………
名作うしろ読み…………………
猫弁と指輪物語……………………
一瞬に生きる……………………
よりぬきサザエさん１～６……
花粉症がみるみるよくなる62の対策
世界遺産ガイド　危機遺産編……
あまったパンで魔法のレシピ……
はじめての簡単キャラ弁……

がんばれゆうくん一年生…………………
ねこのたからさがし………………
夜空のダイヤモンド………………
10分で読めるとんち・わらい話……
予知夢がくる！　心をとどけて…………
妖怪の日本地図　４………………………
かがやいてる　いのちのまつり…………
動物おもしろ実験クイズ………………
あいうえおのせきがえ…………………
かがくのえほん　からだのふしぎ………
みどりのスキップ（絵本）……………
あわてんぼ　うさちゃん（絵本）…
ようこそぼくのおともだち（絵本）……
ニニロのおとしもの（絵本）………

永　六輔　著
辻　仁成　著
柚木　麻子　著
神永　学　著

テッド・ムーニイ　著
福岡　伸一　著

齋藤　美奈子　著
大山　淳子　著

小久保　裕紀　著
長谷川　町子　著

古田　陽久　著
尾田　衣子　著

学研ライフ＆フーズ編集室　編

西本　鶏介　著
さえぐさ　ひろこ　著
あんびる　やすこ　著

こざき　ゆう　著
東　多江子　著
千葉　幹夫　著
草場　一壽　著
今泉　忠明　監修
宮下　すずか　著
村山　哲哉　著
安房　直子　さく

ティモシー・ナップマン　さく
野中　柊　さく

いとうひろし　さく

本、だ～いすき！本、だ～いすき！ 台所から子どもたちへ台所から子どもたちへ

ジュディ・シエラ　著　新日本出版社　刊 山本　ふみこ　著　　オレンジページ　刊

　図書館ではたらくモリーは、移動図書館車をまち
がって動物園に入れてしまう。モリーが本を読み出
すと、動物たちが次々に
集まって来る。みんな、
本を見てワクワクドキド
キ！自分で本を書く動物
もあらわれて…。動物た
ちの「本、だ～いすき！」
という声が聞こえてきそ
うな色彩豊かな絵本。動
物たちを、夢中にさせた
本の紹介もあり参考にな
る。

　ご飯を炊く。味噌汁をつくる。３人の子どもたち
が８歳の誕生日を過ぎる頃、著者はそれぞれにこの
ことを教え込んだという。
一生の仕事の礎（いしず
え）になると考えたから
だ。日々の暮らしと重ね
て紹介される、スープや
八宝菜のレシピもおもし
ろい。台所が、家族にとっ
て大切な場所であること
を気づかせてくれる。山
本さんの愉快な家事手帖
シリーズの６巻目である。

市立図書館ホームページ蔵書の検索　http://www.koshi-lib.jp/

携帯電話からの蔵書検索　http://www.koshi-lib.jp/_m/

QRコード
対応機種で
利用できます



☆ 自宅で見る５月の星空 ☆

　春の星座といえば北斗七星。北の空

を見上げると、ひしゃくの形に並んだ

７つの星が見えるはずです。「斗」と

はひしゃくを意味する言葉です。「星

の案内役」とも言われるこの星座は、

方角を知らせ、他の春の星座を探す

手がかりとなることでも有名です。

観観観望望会会会
と　　き　毎週土曜日
受付時間　午後７時30分～９時
と こ ろ　西合志図書館“天文台”
※雨天・曇天の場合は中止します。

　来館前に電話でご確認ください。

問い合わせ先　西合志図書館

西合志図書館 合志図書館
マインドシアター
と　き　５月25日（土）　午後２時～
ところ　集会室
題　名　「フランダースの犬」
おはなし会
と　き　毎週土・日曜日　午後２時～
ところ　おはなしの部屋
　　　　※５月25日（土）はありません。
★5月18日（土）・6月15日（土）は、
　「小学生のためのおはなし会」です。

おはなし会
と　き　毎週土曜日　午後２時30分～
ところ　おはなしコーナー

赤ちゃんのためのラッコちゃんおはなし会
と　き　毎月第3木曜日　午前11時～
　　　　　　　　　　　　（30分程度）
ところ　ヴィーブル１階　福祉会館休養娯楽室

移動図書館車（ひまわりドンちゃん号）巡回

５・６月の休館日は35ページのお知らせカレンダーをご覧ください。

月　日 巡　回　地 時間 月　日 巡　回　地 時間 月　日 巡　回　地 時　間

５月 15日

（水）

まつおか小児科内科駐車場

新開区公民館

黒石区公民館

黒石市民センター

農研宿舎A棟前

13:30

14:00

14:30

15:00

15:30

５月 28日

（火）

(元）つどいの広場

橋ノ元街区公園入口

ユトリック区公民館前

北区構造改善センター

13:30

14:00

14:30

15:00

６月 12日

（水）

まつおか小児科内科駐車場

新開区公民館

黒石区公民館

黒石市民センター

農研宿舎A棟前

13:30

14:00

14:30

15:00

15:30

５月 21日

（火）

南陽区公園前

西須屋団地区集会所前

県営住宅区５棟前駐車場

榎ノ本元気な家ひまわり前

13:30

14:00

14:30

15:00

６月４日

（火）

灰塚区構造改善センター

合生文化会館

黒松区公民館

上生区禁酒記念碑前

13:30

14:00

14:30

15:00
６月 18日

（火）

南陽区公園前

西須屋団地区集会所前

県営住宅区５棟前駐車場

榎ノ本元気な家ひまわり前

13:30

14:00

14:30

15:00６月５日

（水）
くぬぎ園・ケアハウス菊香園 14:00

５月 22日

（水）

ふれあい館ディセンター

合志中央団地前

みどり館

辻久保区学習センター

弘生区集落センター

10:10

13:30

14:00

14:30

15:00

６月 11日

（火）

みずき台東側公園

みずき台集会所予定地

東須屋区公民館

須屋市民センター

上須屋学習センター

13:30

14:00

14:30

15:00

15:30

６月 19日

（水）

ふれあい館ディセンター

合志中央団地前

みどり館

辻久保区学習センター

弘生区集落センター

10:10

13:30

14:00

14:30

15:00

※移動図書館車の貸出し時間は、約20分です。
　早めにお越しください。



合志市勤労青少年ホーム主催講座

受 講 生 募 集
文化芸術自主事業／劇団あとむ　音楽劇
気のいいイワンと不思議な小馬

高齢者教養講座・ことぶき大学
合同開講式

前売券
好評
発売中

協力／合志市子ども劇場
　市勤労青少年ホームでは、市内で働く若者に、日
頃のストレス解消や、多くの仲間と交流してもらう
ため、下記のとおり講座を開催します。
　ぜひ受講してみませんか。

バスケットボール講座
 ● 開催場所　西合志中学校体育館
 ● 開催日時　6月～9月までの毎週火曜日

午後8時～10時
（開講日　6月11日予定）

 ● 参 加 費　保険料　1,850円
友の会費　100円（初回のみ）

料理講座
 ● 開催場所　御代志市民センター料理教室
 ● 開催日時　6月～9月までの毎月第2・4水曜日

※変更することがあります
午後7時～9時30分
（開講日　6月12日予定）

 ● 参 加 費　材料代　8,000円（計8回分）
友の会費　100円（初回のみ）

 ● 対　　象　市内在住もしくは在勤の18～35歳程
度までの人

 ● 申込期限　５月29日(水) 
 ● 申込方法　ヴィーブルに電話でお申し込みください

ィーブルヴ ミュニティコ＆ 情報
ヴィーブルトレーニングルーム・合志歴史資料館・合志図書館 月末休館日 ５月31日㈮

　ロシアの民族楽器バラライカの生演奏に乗せてロ
シアの民話を音楽劇でお届けします。「ばか」と言わ
れる少年と彼に忠実に仕える小馬が繰り広げる奇想
天外なお話です。
 ● と　　き　６月16日（日）

開場　午後2時～
開演　午後2時30分～

 ● と こ ろ　ヴィーブル文化会館
 ● 入 場 料　（全席自由）
前売券　　親子ペア券 …………………2,000円

（一般と中学生以下）
一般券 ………………………1,500円
中学生以下券 ………………1,000円
※当日券は各500円増しです。

 ● プレイガイド
ヴィーブル・御代志市民センター・泉ヶ丘支所・須
屋支所・各コミュニティー（野々島・須屋・黒石）・合
生文化会館・ユーパレス弁天・ムサシプラザ
※各施設の休館日は券の購入はできません。

 ● と　き　　５月22日（水）　午前10時～
 ● ところ　　ヴィーブル文化会館
 ● 内　容　　市長講話「市政について」

合志市長　荒木　義行
※どなたでも受講できます。

ヴィーブルくん
問い合わせ先　ヴィーブル　☎248-5555



児童館だより
児童館は、児童に健全な遊び場・機会を提
供し子どもの心身ともに豊かな発達ができ
るように支援するところです。行事の詳し
い内容については各児童館にお問い合わせ
ください。
※お金やゲーム機など貴重品は持ってこないように、
また、持たせないようにしてください。

 ● と　　き　５月19日（日）午後1時30分～
 ● 対　　象　小・中学生および幼児・小・中学生

の親子10組
 ● 参 加 費　１人100円

 ● 内　　容　ホットプレートを使って、どら焼き作
りをします。

 ● 申込開始　５月７日（火）
＊定員になり次第締め切ります。

東児童館 ☎248-5203

☎248-3453

開館時間／午前8時30分～午後5時
休 館 日／月曜日、第2日曜日、祝日

みんなでつくろう　おいしいどらやき

 ● と　　き　５月25日(土)
午前10時～11時30分

 ● 対　　象　幼児（保護者同伴）、小学生、中学生
 ● 参 加 費　無料

 ● 定　　員　50人
 ● 内　　容　カラフルなビーズを並べて、ステキ

なマスコットを作ります。

泉ヶ丘市民センター児童館 開館時間／午前8時30分～午後5時
休 館 日／月曜日、第2日曜日、祝日

アイロンビーズで作ろう

 ● と　　き　６月８日（土）午前10時～午後１時
午前９時50分ふれあい館に集合

 ● と こ ろ　ふれあい館近くの田んぼ
 ● 対　　象　幼児～中・高校生、またはその家族
 ● 参 加 費　１人100円・米１合

※予約時、ご持参ください
 ● 定　　員　50人程度
 ● 内　　容　どろリンサッカーやビーチフラッグ

など思いきりどろんこになって遊び、
遊んだ後はみんなでおにぎりを食べ
ましょう。

 ● 持ってくる物
水着（捨ててもよい服装）、サンダル、
ゴーグル、着がえ、汚れ物入れ、バ
スタオル、遊び道具、飲み物、雨具

 ● 申込開始　５月16日（木）午前９時～ふれあい館
窓口で入金後、本予約となります。（電
話で仮予約可）

西児童館 ☎242-7008
開館時間／午前8時30分～午後5時15分
休 館 日／祝日、第4月曜日

田んぼであそぼう　どろリンピック☆２０１３
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ユーパレス弁天はこんなトコ（食事編） トレーニング室よりお知らせ

物産館イベント

5 ・6 月イベントカレンダー

ユーパレス

弁 天
れすとらん「ソレイユ」
　地産地消レストランとして隣接する物産館より
地元産の野菜を仕入れ、より安全でより安心でき
るおいしい食事を手作りで提供しています。
 ◆ おすすめメニュー ◆
弁天ちゃんぽん（650円）
　コクがあるのに後味はあっさり。地元食材をふ
んだんに使用したちゃんぽんは食べ応え十分です。
　

インボディ（体成分分析器）測定
と　き　5月15日（水）、24日（金）　１階ロビー

午後1時30分～3時30分　
料　金　500円
　この測定は、体成分（体水分・タンパク室・ミ
ネラル・体脂肪）を分析して筋肉と体脂肪のバラ
ンスを調べます。メタボ情報には欠かせない内臓
脂肪指数や身体年齢などの分析もあります。この
機会にぜひ体験してみませんか。
※5月末日までトレーニング室でも測定できます。
　（測定は有料です）

すいかまつり 
と　き　5月18日（土）　午前９時～
　すいかの時期を迎え、物産館では特設会場を設
けすいかの試食・販売会を開催します。生産者の
対面販売となります。
※商品がなくなり次第終了します

犬猫の日………【15：00～】　正面玄関（屋外）前で開催。
風呂の日………【毎月15日・26日】　入浴料（家族風呂は除く）半額。
レディースデー…【毎月第1木曜日】

現金で入浴した女性に次回入浴券をサービス。
メンズデー……【毎月第１水曜日】

現金で入浴した男性に次回入浴券をサービス。

イベント湯……【毎月20日】　男女露天風呂でイベント湯開催。
回数券の日……この日に回数券を購入すると「無料券3枚」をプレゼント。
日舞の日………大広間ステージで、さまざまな団体による日本舞踊を

披露。
※定期的に開催するイベント行事になります。開催時間など詳細はお問い合わ
せください。なお、中止や変更になる場合がありますので、ご了承ください。

野々島2441－1　☎348－2626
営業時間　温　泉……午前10時～午後11時
　　　　　プール……午前10時～午後9時
　　　　　特産館……午前9時～午後7時

ホームページ　http://www.u-benten.jp/

月 火 水 木 金 土日

イベント湯

日舞の日

日舞の日

日舞の日

日舞の日

風呂の日

GG大会

メンズデー

全館休館日

回数券の日
プール休

回数券の日
プール休

回数券の日
プール休

回数券の日
レディースデー
プール休

回数券の日
レディースデー
プール休

GWフェスタ
（日舞など）

すいかまつり

GWフェスタ

GWフェスタ
犬猫の日

回数券の日
日舞の日 
犬猫の日 

犬猫の日

風呂の日
犬猫の日 

犬猫の日

6

13

20

27

3

7

14

21

8

15

22

29

5

9

16

23

30

6

2

10

17

24

31

7

3

11

18

25

6／1

8

4

5

12

19

26

2

28

4

屋内プールの営業時間が夏時間に変更になります
午前10時～午後９時（最終受付　午後８時）
大人 400円　小人 200円　※6月1日（土）より　大人 600円　小人 400円



　

　

　

さ
る
人
を
合
わ
せ
る
と
１
８
０
人
ほ
ど

の
ス
タ
ッ
フ
で
、
幼
稚
園
児
か
ら
高
齢

者
、
男
女
を
問
わ
ず
み
ん
な
で
創
り
上

げ
て
い
る
も
の
で
す
。
会
場
の
お
客
さ

ん
６
０
０
人
と
ス
テ
ー
ジ
、
皆
一
緒
に

一
つ
に
な
り
、
大
き
な
声
で
心
を
込
め

て
歌
う
歌
は
思
い
出
で
も
あ
り
希
望
で

も
あ
り
ま
す
。

　

企
画
か
ら
何
カ
月
も
か
か
っ
て
創
り

上
げ
て
い
る
の
で
、
皆
の
思
い
も
ひ
と

し
お
で
す
。
た
く
さ
ん
の
仲
間
と
の
ふ

れ
あ
い
の
中
で
、
と
も
に
助
け
合
い
協

力
し
、
思
い
や
り
の
心
を
持
つ
こ
と
の

大
切
さ
を
学
ん
で
い
ま
す
。
家
族
も
地

域
の
仲
間
も
み
ん
な
私
の
人
生
の
素
敵

な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。
あ
り
が
と
う
。

　

私
は
女
性
連
絡
協
議
会
ま
ち
ね
っ

と
〝
セ
ラ
ヴ
ィ
〞
か
ら
懇
話
会
に
参
加

し
て
い
ま
す
。
１
月
に
合
志
市
男
女
共

同
参
画
ま
ち
づ
く
り
講
座 「
気
づ
き
う

な
ず
き
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
行
な
わ

れ
、
講
師
の
中
嶋
玲
子
さ
ん
が
「
世
代

を
超
え　

性
別
に
か
か
わ
ら
ず
と
も
に

創
る
合
志
市
」
と
い
う
演
題
で
お
話
を

さ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
も
、
ま
ち
づ
く

り
人
づ
く
り
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
総

合
セ
ン
タ
ー
ヴ
ィ
ー
ブ
ル
が
で
き
て
か

ら
、合
併
時
に
お
休
み
を
し
ま
し
た
が
、

合
志
市
文
化
芸
術
自
主
事
業
「
ド
レ
ミ

の
広
場
・
ヴ
ィ
ー
ブ
ル
ち
ゃ
ん
と
歌
う

６
０
０
人
の
大
合
唱
」
と
い
う
歌
の
広

場
を
手
づ
く
り
企
画
で
開
催
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
参
加
者
や
協
力
し
て
く
だ

市男女共同参画
推進懇話会委員

渡邉千惠子



　上・下の絵から「7つ」違いを探し、答えをハガキに書いて送ってく
ださい。正解者の中から10人に、「ユーパレス弁天商品券（500円分）」
をプレゼント。

●締め切り　５月31日（金）必着
●応募方法　ハガキに必要事項を記入して、
　　　　　　ご応募ください。

＜裏面＞

５月号
①□□□□　⑤□□□□
②□□□□　⑥□□□□
③□□□□　⑦□□□□
④□□□□

住所・氏名・年齢・
電話番号
ご意見、ご感想など

8 6 1 1 1 9 5

合
志
市
役
所

「
間
違
い
さ
が
し
」
係

先月号の答え

※当選者の発表は発送をもって
代えます。 絵　佐藤峰子さん（黒石団地）

西合志中

熊本名物として有名な「タイピーエン」。春雨と
たくさんの野菜が入った、ヘルシーな献立です。

作
り
方

①春雨は水で戻しておく。
②材料は食べやすい大きさに切る。（短冊切りや千切り）
③ショウガ・豚肉・イカ・エビ・ニンジン・玉ネギ・しいたけを炒める。
④水を加えひと煮立ちさせ、あくをとり、Ａの調味料を入れる。
⑤春雨・かまぼこ・うずらの卵を入れ、塩こしょうで味を整える。
⑥もやし・キャベツ・小口切りにしたネギを入れて仕上げる。

材　料（４人分）

豚肉 60ｇ かまぼこ 20ｇ おろしショウガ 3ｇ

イカ短冊 40ｇ ニンジン 60ｇ 塩 小さじ1

むきエビ 40ｇ もやし 60ｇ こしょう 少々

緑豆春雨 40ｇ 玉ネギ 75ｇ チキンブイヨン 10ｇ

（乾）しいたけ 2枚 ネギ 20ｇ 薄口しょうゆ 大さじ1と1/2

うずらの卵（水煮） 8個 キャベツ 100ｇ 酒 大さじ1

栄養価（１人当たり） 148kcal

A {

新たにブランド認証品とうまかもん店が決定

　３月 28 日に開催された地域ブランド協議会で、
新たに合志ブランド認証品２品目と、うまかもん店
３店舗が決まりました。今後「地ブラ事務局が行
く！」のコーナーで紹介していきます。

●第６期合志ブランド認証品
　「黒の大豆（品種：クロダマル）」株式会社ひまわり
　「創作木工品」　野々島まないた工房
●うまかもん店
　肥後そう川手延べ麺　光の森店
　居酒屋　新慈
　焼鶏家　吾山



5/ ２木 ３金 ４土
図書館延長開館■西
20:00まで
西合志図書館

星空観望会■西
19:30～ 21:00
西合志図書館天文台
ふれあい
スポーツ広場■生
10:00～ 12:00
ヴィーブル

５日 ６月 ７火 ８水 ９木 10金 11土
窓口証明業務
日曜日開庁■市 ■税
9:00～ 13:00
合志庁舎

献血■健
9:30～ 12:00
西合志庁舎

３歳児健診■健
13:15～ 13:45
泉ヶ丘市民センター

３歳児健診■健
13:15～ 13:45
ふれあい館
図書館延長開館■西
20:00まで
西合志図書館

健康育児相談■健
9:30～ 11:00
泉ヶ丘市民センター
法律・心配ごと相談■社
10:00～ 14:30
みどり館

星空観望会■西
19:30～ 21:00
西合志図書館天文台

12日 13月 14火 15水 16木 17金 18土
窓口証明業務
日曜日開庁■市 ■税
9:00～ 13:00
合志庁舎
子ども読書まつり■合
10:00～ 16:00
合志図書館

１歳６カ月児健診■健
13:15～ 13:45
泉ヶ丘市民センター

マタニティ学級■健
13:30～ 15:30
ふれあい館

１歳６カ月児健診■健
13:15～ 13:45
ふれあい館
図書館延長開館■西
20:00まで
西合志図書館

健康育児相談■健
9:30～ 11:00
ふれあい館

星空観望会■西
19:30～ 21:00
西合志図書館天文台
ふれあい
スポーツ広場■生
10:00～ 12:00
ヴィーブル

19日 20月 21火 22水 23木 24金 25土
窓口証明業務
日曜日開庁■市 ■税
９:00～ 13:00
合志庁舎
第64回菊池
郡市民体育祭■生
ヴィーブルほか

法律・心配ごと相談■社
10:00～ 14:30
西合志庁舎

７カ月児健診■健
13:15～ 13:45
ふれあい館
高齢者教養講座・
ことぶき大学
合同開講式■生
10:00～ 12:00
ヴィーブル

４カ月児健診■健
13:15～ 13:45
ふれあい館
図書館延長開館■西
20:00まで
西合志図書館

４カ月児健診■健
13:15～ 13:45
泉ヶ丘市民センター

星空観望会■西
19:30～ 21:00
西合志図書館天文台
地域コミュニティ
ブランド
シンポジウム■ま
13:00～ 16:00
ヴィーブル

26日 27月 28火 29水 30木 31金 6/ １土
窓口証明業務
日曜日開庁■市 ■税
９:00～ 13:00
合志庁舎

７カ月児健診■健
13:15～ 13:45
泉ヶ丘市民センター

図書館延長開館■西
20:00まで
西合志図書館

星空観望会■西
19:30～ 21:00
西合志図書館天文台

２日 ３月 ４火 ５水 ６木 ７金 ８土
窓口証明業務
日曜日開庁■市 ■税
９:00～ 13:00
合志庁舎

３歳児健診■健
13:15～ 13:45
泉ヶ丘市民センター
法律・心配ごと相談■社
10:00～ 14:30
泉ヶ丘市民センター

３歳児健診■健
13:15～ 13:45
ふれあい館
図書館延長開館■西
20:00まで
西合志図書館

マタニティ学級■健
９:30～ 13:00
泉ヶ丘市民センター
特設人権相談所■人
10:00～ 15:00
泉ヶ丘市民センター・
ふれあい館

星空観望会■西
19:30～ 21:00
西合志図書館天文台

お知らせ カレンダー
C A L E N D A R

●コミュニティ施設休館
  （御代志市民センター・須屋市民センター・黒石市民センター・野々島公民館）
▲ヴィーブル休館・市民体育館休館　◎みどり館休館
★市立図書館休館　■老人憩の家休館　◆ふれあい館休館

⑤～⑥月

休●▲★■◆

休●▲★■◆

休●▲★■◆

休●▲★■◆

休■◆休◆

休◎

休◎

休◎ 休★

休◎

休●▲★◎

消費生活センター
家庭児童・女性相談窓口
黒石原演習場関係

相談方法……電話・来庁 ☎ 248-5442　ところ……合志庁舎 総務課内 消費生活センター
相談方法……電話・来庁 ☎ 242-1240　ところ……西合志庁舎 子育て支援課内 家庭児童・女性相談室
総務課　総務・男女共同参画班 ☎ 248-1112

問
い
合
わ
せ
先

合志市役所
合志庁舎………☎248－1111（代）
〒 861-1195 合志市竹迫 2140
西合志庁舎……☎242－1111（代）
〒861-1193 合志市御代志1661-1
■健健康づくり推進課 ☎ 242－ 1183　■市市民課 ☎ 248－ 1113　■税税務課 ☎ 248－ 1114　■西西合志図書館 ☎ 242－ 5555　■ままちづくり戦略室 ☎ 248－ 1028
■社合志市社会福祉協議会 ☎ 242－ 7000　■生生涯学習課 ☎ 248－ 5555　■合合志図書館 ☎ 248－ 5754　■人人権啓発教育課 ☎ 242－ 1190

須屋支所……………☎ 345－ 4400
泉ヶ丘支所（市民センター）☎ 248－ 3453
御代志市民センター☎ 242－ 1190
ヴィーブル…………☎ 248－ 5555
みどり館……………☎ 248－ 0400

ふれあい館…………☎ 242－ 7000
三つの木の家………☎ 248－ 6277
老人憩の家…………☎ 242－ 2030
西合志図書館………☎ 242－ 5555
合志図書館…………☎ 248－ 5754

ユーパレス弁天……☎ 348－ 2626
人権ふれあいセンター☎ 248－ 3893
合生文化会館………☎ 242－ 3218

軽自動車税の納期限は５月31日（金）です
口座振替も５月31日です



ひろば市民 の

動
き の

100歳
おめでとうございます

オオキンケイギクは特定外来生物です

辻久保地区歩道開通式

田村　ツタヱさん
大正2年3月27日生

鳴海　ツヤさん
大正2年3月30日生
※ご本人の希望で写真はありません

オオキンケイギクの花は
黄色で、葉はヘラ状に長く
伸びた形をしています。

約50人が集まり開通を祝いました

「くまもと歴町50選」に選ばれました

竹迫日吉神社（市指定文化財）

▼
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
、
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。
慌
た
だ
し
く
４
月
が
過
ぎ
、
ほ
っ
と

一
息
つ
い
て
い
る
人
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、

五
月
病
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
ゆ
っ
く
り
休
養

し
て
、
心
と
体
を
リ
セ
ッ
ト
し
ま
し
ょ
う
。

▼
今
回
、
合
志
１
３
０
０
年
の
歴
史
に
つ
い
て

掲
載
し
て
い
ま
す
。
学
生
の
と
き
は
歴
史
が
苦

手
で
、
そ
の
当
時
は
な
か
な
か
頭
に
入
っ
て
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
改
め
て
町
史
や
資
料
を
見

て
み
る
と
興
味
深
く
感
じ
ま
し
た
。
４
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
る
「
合
志
郡
絵
図
」
は
合
志
歴

史
資
料
館
に
あ
り
ま
す
。
文
化
財
マ
ッ
プ
を
手

に
資
料
館
や
遺
跡
な
ど
を
巡
っ
て
、
あ
な
た
の

知
ら
な
い
「
合
志
」
を
見
つ
け
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。　
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※3月末現在
（　）内は前月比

57,501（－     2）人　口

21,472（＋   33）世　帯

※平成24 年７月９日の住民基本台帳法の改正により、外国人を含んだ数になります。

出　生……53
死　亡……41

転　入……487
転　出……501

発行／合志市
編集／まちづくり戦略室
☎248－1111
〒861－1195
熊本県合志市竹迫2140
ホームページアドレス
http://www.city.koshi.lg.jp
発行日/平成25年５月２日

まちづくり戦略室
秘書広報班（合志庁舎）へ
☎ ２４８-１０２８

広報こうしへの
ご意見は

ち
ど
りふで

　３月に満100歳を迎えた人
に、市長からのお祝いメッセー
ジと祝金が贈られました。

　外来生物法では、日本の生態系に重大な影響を及
ぼすおそれがある動植物を「特定外来生物」に指定し、
栽培、運搬、販売、野外に放つことなどを禁止してい
ます。
　オオキンケイギクは繁殖力が大変強く、一度定着す
ると他の野草を駆逐し、あたりの景観を一変させてし
まいます。５月～７月頃にかけて、鮮やかな黄色の花を
つけ、道端や河原などでよく見かけますが、庭や花壇
に絶対に植えないでください。

　４月７日、辻久保地区の県道で歩道開通式が行なわ
れました。歩道は、県道大津植木線の国道387号線と交
わる辻久保交差点から西側に幅2.5ｍ、全長220ｍで、３
月末に完成しました。この区間には歩道がなく、交通量
は増える一方、通学路にもなっていることから、地域の
皆さんが県に道路整備を要望していました。
　当日は、テープカット、渡り初めをし、長年待ち望ん
だ歩道の開通を祝いました。

　上庄・竹迫地区の歴史的町並みがくまもと歴町50
選に選ばれました。
　この事業は、県内に残る優れた歴史的・伝統的な町
並みを県民の誇るべき文化遺産として保全・再生に取
り組み、地域資源の磨き上げや地域振興の活性化を図
るという目的で県が行なっているものです。
　今後とも合
志市の歴史あ
る町並みの保
全にご協力を
お願いします。




